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アプル・ファズル著『アーイーニ・アクパリー』訳注(1)

アブル・ファズル著

『アーイ}ニ・アクバリー』訳注 (1)

真下裕之監修
二宮文子*、真下裕之、和田郁子**訳注

緒言

本訳注の目的は、『アーイーニ・アクパリー』瓦'in-iAkbariの日本語訳を提

示し、これに可能な限り詳細な注釈を付けることによって、同書の歴史学的な

意味を明らかにすることである。

本訳注は、 2008年4月から継続している研究会の成果の一部である。この会

は、『アーイーニ・アクパリー』の翻訳を通じて、同書に関する資料・知見・成

果を共有することを目的とし、担当者が作成した試訳と注釈に批評と訂正を加

える輪読会の形式によって進められた。会場は神戸大学文学部の真下研究室で

あり、その構成員は、発足当時より 2012年10月現在まで、いずれも南アジア史

を専門とする二宮文子、真下裕之、和田郁子の3名である。会は、休暇期間中

を除き、隔週1回を原則に行われ、真下の外国出張による中断をはさみ、これ

まで48回の会合を重ねている。

本訳注は、複数回にわたって公表する予定である。今回公表するのは、本文

第1部冒頭の部分である。本書は、本文に先立つて序文を備えている。しかし

-日本学術振興会特別研究員 (PD)

“京都大学文学部非常勤講師
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美文に彩られた長大なこの序文には、歴史研究上、意味ある内容が乏しいので、

その訳注は、本文訳注をある程度進めた後で公表することにした。

本訳注のうち、訳文は上記3名共同の成果である。いっぽう注釈は各名の責

任において執筆されたものであるが、その内容は研究会での議論を踏まえて改

訂を施された結果である O また編集上の作業は3名が共同して進めたが、錯誤

や不備の最終的な責任はもちろん監修者にある。

解題

(1)著者について

本書の著者アブル・ファズル (Abual-FadI)は、ヒジュラ暦958年ムハッラ

ム月6日(1551年1月14日)にアーグラーで生まれた。彼の主張によると、そ

の家系はイエメンに由来し、 5代前の先祖の時代にインドに渡来したというが、

真偽のほどは定かでない。確実なのは、彼の祖父の時代に一族がラージャス

ターン地方の小都市ナーガウル (Nagawr)に居を定めた後のことであろう O ア

ブル・ファズルの父シャイフ・ムパーラク (1505/6-93)はその地に生まれ、諸

学を修めた後、グジャラート地方の都アフマダーバードに赴いて、イスラーム

法学やタサウウフなど諸学の研績を積んだ。 1543年、アーグラーに居を移した

シャイフ・ムパーラクは、時の政権スール朝とは関係を持たず、ヤムナー河畔

の庵に退いて学究生活を送っていた。アブル・ファズルはこのような父親の次

男として生まれた。兄フアイズィー(1547-95)は後にアクパル宮廷に出仕し、

桂冠詩人 (malikal-旬、ra') として名を残すことになるが、 6人いた弟たちの経

歴について知られるところは乏しい [AA:11， 258-63， 280-82J 0 

アブル・ファズルは、少年時代における自らの早熟の才知を本書の結語に

綾々述べているが、その詳細は省く。ここでは、彼が父親の教導のもと、イス

ラーム諸学の学修に取り組み、相応の成績をあげていたことを確認するにとど

めたい [AA:11， 276-78J。
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さて1570年頃、このような父親と子供たちを襲ったのが一連の迫害であっ

た。攻撃の理由は父シャイフ・ムパーラクの「異端 (bid'at)J的な傾向であった

が、彼の思想や行動のどの部分が問題とされたのか、はっきりとは分からない。

アブス・ファズル自身は、父親の、マフダヴィ一派1との関係やシーア派への傾

斜が誹誇の焦点であったことを匂わせており、同時代の史家パダーウニーは迫

害の黒幕が、当時の大サドル、アブド・アンナビーおよび、マフドゥーム・アル

ムルクの称号を授かっていた学者アブド・アッラーフ・スルターンプーリーを

はじめとするウラマーであったことを暴露している。ともかくこの迫害によっ

て一家はアーグラーの住処を追われ、しばらくの問、流浪の日々を送ることに

なる。この危難は、長兄ファイズィーの運動を通じてムガル帝国宮廷の有力者

による仲裁が得られたことによって落着した [AA:ii， 264-74; MT: ii， 198-99Jo 

そして 1573年6月には、グジャラート地方の遠征を成し遂げて、新都ファトゥ

フプルに凱旋したアクパルを出迎えた貴顕たちの中に、出仕を果たして問もな

いシャイフ・ムパーラクの姿が見いだされることになる [AN:III， 39J。

アブル・ファズル自身は1574年にはじめてアクパルの宮廷に参内した [AN:

III， 85J。そして1575年以降、ファトゥフプルの宮城に設けられた討議所(イ

パーダト・ハーナ)で行われた一連の宗教談議に参加した。ここで二十代半ばの

青年学徒アプル・ファズルが具体的にいかなる論陣を張ったのかについて、確

実な情報はない。しかしRizviをはじめとする従来研究が説くとおり、アブル・

ファズルの働きがその談論で重きをなしたこと、彼が宮廷内の有力ウラマーに

対抗する立場をとっていたこと、その態度が君主アクパルの意向にかなうもの

であったこと、守旧派ウラマーの排除につながるマフザル発布(1579年)の伏線

にこの談論がなったことは、アブル・ファズルとともにこれに参加したパダー

ウニーの証言をもとに推測できる [MT:11， 202-3; Rizvi 1965: 104-40J 0 1580年、

アクパルの宮廷に到来したイエズス会士がアブル・ファズルを「宗教指導者の

ジャウンプルでマフディーを自称したサイイド・ムハンマド (1443-1503)とその支
持者たちが形成した宗派。
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中の最有力者」と伝えていることは、以上のような経緯の結果と理解すべきだ

ろう [MLC:571]。

帝国のイデオローグとして君主の信任を獲得したアプル・ファズルはこうし

て頭角を現していく。ただし彼は国制上の官職に就くことなく、もっぱら君主

の近臣として、宮廷・王室の内務に関わる職務に従事していた。生前から「博

識者」主主llamIという尊称を与えられたアブル・ファズルの学識と麗筆は、本書

をはじめとする著作の数々に結実することになるが、そのような知的活動もま

た、アクパルの信任に応えて発揮された技能であったことになる。アプル・フア

ズルは死去の直前までにマンサプ(位階)5∞0に列せられたが、この時代、貴
族に与えられるマンサプの最高値が5∞0であったことを考えれば、彼は最高度
の信任を君主から得た近臣であったと見なせる o

1599年、アプル・ファズルは、デカン戦線を指揮する王子ムラードを召還す

べしとの王命を受けて派遣された。しかし任地に到着してすぐにムラードが病

死したため、デカン軍の立て直しに関わることを余儀なくされたアプル・フア

ズルはこれ以降、デカン各地を転戦し、アフマドナガル攻略、ハーンデーシュ

地方征服などの戦闘に参加した。そして1602年8月、召還の王命を受けて首都

アーグラーに向かったアプル・ファズルはその途上、グワーリヤル近郊で、王

子サリーム(後のジャハーンギール)の教唆を受けたラージャ・ビール・スイ

ングが率いる軍団の急襲を受けて殺害された。父アクパルとの聞に確執を抱え

ていたサリームが、近臣アプル・ファズルの帰朝に危機感を抱いたことがその

原因であった o

(2)アブル・ファズルの著作活動について

アプル・ファズルの著作活動のあらましは次のとおりである。

1575/6年:r王座の章句J(rコーラン』第2章255節)の注釈書をアクパル

2 アプル・ファズルの職務とマンサプについて詳しくは[真下 1999:46-48]を見よ。
3 アプル・ファズル殺害の状況については [Mashita2∞3: 90-96]を見よ。
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に進呈

1575/6年:r動物たちの生命.1lJayat al-lJa戸wan アラビア語の動物学書)
のベルシア語訳の作成を受命

1578/9年:r福音書』のペルシア語訳の作成を受命
1587/8年:r戦の書.1Razm Namah (rマハーパーラタ』ペルシア語訳)の

序文を執筆

1588年 r知識の試金石Jηar-iDanis ( rカリーラとデイムナ』ベルシア
語訳の翻案)を執筆

1591年アクパル・ナーマ.1Akbar Namah著作開始

1593年: ラシード・アツデイーン著『集史 Gami‘al-Tawarfl)要約版の

監修を受命

1594-95/6年:r千年史.1Tarfl)-i Alfiの序文を執筆
1595/6年:rアクパル・ナーマ』最終冊 uアーイ一二・アクパリー.1)完成
1596年アクパル・ナーマ』第一冊初稿完成

1598年アクパル・ナーマ』全部(第一冊、第三冊(未完)、最終冊)

の暫定版完成

1602年まで『アクパル・ナーマ』の補訂

この他、年代を特定できないものの、兄ファイズィーの書簡集の一部として

伝世した小論文『祈願.1Mun却のがある [Rizvi1950Joまた「インド語」の書

籍3点すなわちKisanGuSi. Gangadhar. Mahfs Mahanandを、アブル・ファズル

がペルシア語に翻訳したというが、これらの書籍の詳細は不明で、ある [AA:1， 

115J¥以上の著作からは、アブル・ファズルがアクパル時代を特徴づける文化

事業、とりわけインド古典を含む東西の典籍の翻訳事業、および種々の歴史書

の編纂事業に関与したという点で、この時代を代表する知識人であり著作家で

あったことを確認できる。

『バガヴァッドギーター』ベルシア語訳の古写本には、アブル・ファズルに帰される
ものがあるが、その真偽については議論の余地がある O
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さらにアブル・ファズルの死後まもなく編纂された『アブル・ファズル名文

集.1Insii-yi Abu al-Faclおよび書簡集『アブル・ファズル文選.1Ruqa 'iit-i Abu al-

Fadlもある O とくに前者は、アブル・ファズルがアクパルの名において起草し

た勅令書、外交文書、王族・貴族への信書、アブル・ファズルがアクパルや貴

族たちに宛てた多数の書簡を収録している点で、きわめて高い史料価値を有す

る。さらに同書は、他者および自身の著作にアブル・ファズルが付した序文・

政文の数々も収録しており、彼の著作活動の全貌を知る上で、重要な手がかり

を提供してくれる。

(3) rアクパル・ナーマ』について
『アーイーニ・アクパリーJはアクパルの下命によって、帝国の各種の記録文

書をもとにして編纂された歴史書『アクパル・ナーマ』の一部である。

アブル・ファズル自身の述べるところでは、『アクパル・ナーマJは全5冊で

計画された。このうち第lから第4冊までにおいては、アクパルの一代記がそ

の齢30年(太陽暦による)ごとに記録されることになっていた [AA:11， 258J。

『アーイーニ・アクパリー』に相当するのは最終冊(第5冊)である。計画さ

れた全5冊のうち最も早く成立したのは最終冊であり (1595/6年)、これに第1

冊、第2冊が後続した。 1598年には以上3冊の暫定版がアクパルに提出された

が、その後もアブル・ファズルは補訂を加え続けた。但し彼が殺害された1602

年8月当時、アクパルは満59歳であったから、『アクパル・ナーマ』は第2冊の

完成を目前にして未完に終わったことになる O 実際、伝世している第2冊の本

文はアクパル治世第47年開始の記事 (1602年3月)までであり、完成を見越し

て執筆されてあった結語によって同冊は終わっている

5 第2冊本文は、ベンガル・アジア協会から刊行された活字本では、第3巻803頁4行日
までである。それに後続する部分は、 SahGahan時代に著された『アクパル・ナーマ補
遺』によって補われたものであるから、史料価値は劣る O また第2冊結語についても、
この活字本のテキストが、元来のもの [IAF:243-251]と比べて著しく締約された異版
であることには注意を要する。
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アクパルの治世には多数の歴史書が編纂されたが、『アクパル・ナーマ』はそ

の叙述の分量と詳細さの点で他を圧倒している。アクパル時代の歴史研究にお

いて、同書は第一級の価値を有する史料であるといってよい。

ただし『アクパル・ナーマ』は、実際にはアクパルばかりでなく、人類始祖

アダムからノアの子ヤベテを経て、チンギス・ハーンからテイムールに至る系

譜の叙述、さらにティムールからムガル帝国の創設者パーブルおよび第2代フ

マーユーンに至る歴代の叙述をも含んでいる。チンギス・ハーンを経てアダム

に遡源する系譜説はティムール朝時代に現れた歴史叙述の類型を踏襲したもの

であるから、それに続く歴代の叙述を併せて見れば、『アクパル・ナーマ」は、

ティムール朝王朝史の拡張版としてのムガル帝国王朝史と特徴づけられる。こ

のような構成上の特徴を備えた歴史書は、『パードシャーフ・ナーマ』、『ター

リーヒ・サラーティーニ・チャガターイーJなど、後代に複数現れる。それゆ

え『アクパル・ナーマJはムガル帝国王朝史という歴史書の類型の晴矢として

も、インドの史学史上、重要な位置を占める著作であるといえる。

(4) rアーイーニ・アクパリ -jについて
a)構成と内容

『アーイーニ・アクパリーJは、序文、 5つの部分からなる本文6、結語によっ

て構成されている O 本文の第l部は、宮廷の諸部局、諸制度についての記述で

ある O そこでは宮中の宝石の管理・等級付けに関する記事に始まり、貨幣打刻、

後宮、陣営(オルド)、奏楽、厨房、図書局、武具・軍馬・軍象等の管理、謁

見など、多岐にわたる事柄が説明される O 第2部は軍隊についての記述であり、

マンサブダールをはじめとする各種の兵員に対する俸給の規則や給付の手続き

などが説明される。アクパル時代に活動したマンサブダール、詩人、学者など

のリストもこの部分に属している。第3部は税務についての記述であり、帝国

諸州の農産物価格、各州、|の地誌概説とそれを構成する県・郡ごとの評価税額等

6 本文を区分する5つの章題については、注9を参照。
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の記録などがその大半を占める。第4部はインド概説であり、地誌的記述の後、

インド在来の哲学、思想、科学など、インド在来社会の結婚、刑罰、祭礼など

の習俗についての説明の他、インドのムスリム聖者たちの列伝も収録されてい

る。第5部は、アクパルの語録がその内容である。なお結語が本書『アーイー

ニ・アクパリー』に対するものではなく、「アクパル・ナーマ』全体に対する結

語であることには要注意である。

以上のとおり、本書はアクパル時代におけるムガル帝国の様々な側面につい

て、他の史料とは比べものにならないほど詳細な情報を含んで、いる。それゆえ

本書は、アクパル時代のみならずムガル帝国史全体についても、制度史、文化

史、経済史などあらゆる分野の歴史研究に不可欠の史料なのである o

b)書名

さて『アーイーニ・アクパリー』が『アクパル・ナーマ』の一部であったに

もかかわらず、現存する諸写本には、両者がセットで作成された例はほとんど

ない。このことは、『アーイーニ・アクパリー』が事実上、『アクバル・ナーマ』

とは別個の著作として流布したことを意味している。

アブル・ファズル自身は[アーイーニ・アクパリー』について、『アクバル・

ナーマJ全5冊のうちの「最終冊」と述べるのみであり、特別の書名を与えて

はいない。一方、アブル・ファズルの死後に編纂された『アブル・ファズル名

文集』の編者は、これに irアクパル・ナーマJ第3冊」というタイトルを与え
ている [IAF:251]。本書を『アクバル・ナーマ』第3冊として扱うこのような

処置は、ムガル帝国王朝史『イクパール・ナーマ・イ・ジャハーンギーリーJ

(シャー・ジャハーン時代初頭) [INJ: 2J、およびインド総合史8rフラーサト・
アッタワーリーフJl (1695/6年)においても踏襲されている [KhT:157J 0 18世

7 以上のような本書の特性を踏まえ、中国史の「会要」を念頭に置いて、本書に『ア
クバル会典』という訳書名を与える見解もある[近藤 2003:49-50J。
8 以下に言及されるインド総合史、普遍史という歴史書の類型については[真下 2011:
57-63Jを見よ。
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紀後半の歴史書においてもこれは同様であり、インド総合史『アフパーリ・マ

ハッパトJ(1772/3年)は、本書所収の所伝を引用しながらも、その典拠を『ア

クパル・ナーマ』と記している [AkhM:42rJ。さらに本書の写本の奥書や蔵書

記銘にも、同様のタイトルが見られる。近藤治氏の調査結果によると、 18世紀

に属する本書の写本においても本書が『アクパル・ナーマ』の一部とみなされ

ていたことが判明する[近藤2005:20-21]。

つまり『アーイーニ・アクパリー』という書名は、 18世紀後半以降というか

なり後の時代に与えられた通称であったことになる。その初例は管見の限り、

ジョーンズの『ペルシア語文法j0771年出版)の末尾に付された典籍目録に

おける言及である[Jon田 1771:142J。また近藤治氏の調査によると、 1773年に

書写された写本の奥書にこの通称が用いられているという[近藤2005:28-29J。

ベルシア語の歴史書としては、 1803/4年に成った普遍史『ミルアーテイ・アー

フターブ・ナマー』がこの書名で本書に言及している [MirAN:116rJ。

さて、『アーイーニ・アクパリー』という通称の由来は、本書の大部分が

「・ーのアーイーン(訂n)Jという表題を備えた複数の節によって構成されて

いることだと考えられる。本稿では、ー単語にー訳語をあてる原則に従い、抗n

を「規則」と訳した。例えば「宝石の財庫の規則J、「貨幣打刻所の規則」のご

とくである。

ただし本書における日nの語には、この訳語によって包摂しきれない意味の

広がりがあることに注意すべきである。たとえば「諸金属の生成の規則J[AA: 

I，33Jという表題は、その節の内容にかんがみれば、「規則jというより「法則」

と読むほうがふさわしい。また「規則」の内容も、制度運用上の「規定」ない

し「規範JCf王権の権威の規則J[AA: 1， 45J)と解すべきものから、作業上の

「手順」と解すべきもの (f純度計測の規則J[AA: 1， 14J)まで多岐にわたる。

また、この形式の節題が一連の文脈の中に閥入している場合さえある。例え

ば「純度計測の規則J[AA: 1，14・15Jは叙述の構造上、先行する「働き手たち

の規則」で叙述される第二の項目「試金師」の一部をなす長大な解説に過ぎな
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い。それゆえこの「純度計測の規則」に続いて現れる「第三はアミーンである」

という文言は、「働き手たちの規則」における第三の項目であることになる。こ

のように非合理的な節分けが、本書の元来の姿であったか否かを判断する材料

はないが、現存する諸写本はいずれも底本のテキストを踏襲している。それゆ

え本訳注においては、このような節分けを合理的に構造化しなおすことをあえ

てしなかった。

c) rアーイ一二・アクパリ-.1の刊本・翻訳
本書の刊本は次の通りである O

(1) Delhi， 1272 A.H. (1855/6) (Reprint:制igath，2005).本書第三部にあたる部分

を欠く O その部分は、印刷中に生じたインド大反乱のために亡失したとされる

[Storey: 1-1，550， n. 1] • 

(2) H. Blochmann (edよCalcutta，2 vols.， [1867J 1872-1877. (Reprint: Frankfurt am 

Main， 1993).この刊本の最初の分冊が1867年に刊行され、第1巻が完成したの

は1872年のことである。本刊本は従来研究の標準たる地位を得ている。

(3) Sir Sayyid Ahmad Khan (ed.)， Lakhna'u， 1869. 1882年刊本、 1893年刊本もあ

る。

(4) Maulawi M. Rafi Siddiqi (巴d.)，Allahabad， 1931.抄録本である O

本書の翻訳は次の通りである。

(1)英語訳 RGladwin (tr.)， A戸enAkbeη;or， The Institute of the Emperor Akber. 

3 vols.， Calcutta， 1783-1786.この翻訳本はその後2巻本としてロンドンでも出版

された (2vols.， London， 1800. Reprint: London & New York， 2000). 

(2)英語訳 H.Blochmann (tr.) (vol. 1)， Calcutta， [1868J 1873; H. S. Jarrett (tr.) 

(vols. 2 & 3)， Calcutta， 1891-94. 2nd (Re川ed.，D. C. Phillott (ed.) (vol. 1)， Calcutta， 

[1927J 1939; J. Sarkar (rev.) (vols. 2 & 3)， Calcutta， 1948-1949 (Reprint: New 

Delhi， 1989).従来研究では、この翻訳の第2版(あるいは改訂版)がもっともよ

く参照される O 本訳注の作成にあたっても、この版を参考にした。初版の最初
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の分冊が刊行されたのは1868年であり、第l巻が完成したのは1873年のことで

ある。続く第2、3巻は、 1878年に死去したブロフマンの後を継いで、ジャレツ

トが完成させた。第2版は、フイロットによる第I巻の最初の分冊が1927年に

出たあと、 1939年に第1巻が完成した。第2巻および第3巻はサルカールによっ

て、それぞれ1949年、 1948年に刊行された。

(3) ウルドゥ一語訳 MawlawIMul，lammd Fida‘:<¥.11 ~功ib Talib (trよl:Iaydar孟bad

(Reprint: Lahawr， 2000). 

(4)ベンガル語訳AhmadPh吐jlurRahman (trよりhaka，1409 (2003).上記 (2)の

英語訳から抜粋して重訳したもの O

(5) 日本語訳 近藤治「アクパル簸言集J近藤治『ムガル朝インド史の研究』

京都大学学術出版会 2003.pp. 377-417.本書の本文第5部の全訳。

(以上、真下裕之執筆)

凡例

・本訳注の底本には上記の刊本 (2)を用いた。以下「底本」という。また引用

においては略号AAを用いる。

-なお本訳注においては、次の写本も参照した。

(1) British Library， Add. 7652. 17世紀に書写されたと思われるこの写本は

Habibがその名著 TheAgrarian System 01 Mughal lndia， 1556-1707 (London， 

1963)において、カルカッ夕刊本との校合に用いた写本の一つである。本

訳注においてはMS.Aとして言及する O

(2) British Library， Or. 2169.この写本は、カルカッ夕刊本の主たる底本とし

て用いられたものである O 本訳注においてはMs.Bとして言及する。

-固有名詞等は、訳文においてはカタカナによって、脚注においてはローマ字

転写によって表記した。ただし日本語において慣用化している表記など、こ

の原則に従わなかった場合もある。

-アラビア文字のローマ字転写は、いわゆるDMG方式に従った。但し、アリ
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フ・マクスーラをdとする、黙音hを表記する、エザーフェの発音が要求する

場合は -1でなく -yiと表記する、というアレンジを加えた。近代インド語の

反り舌音はt、d、tと、帯気音はhを添加してkhやghなどと表記し、母音の

e， 0にはマクロンを付した。不可読の語棄は大文字の連続によって表記した0

・<>によって、底本の頁の開始を示した。

-訳文には、底本の仕方にかかわらず、必要に応じて改段を施した。

. [ ]内の語句は、文意の理解に資するべく、訳者が追加したものである。

-各注釈の末尾に配された (N)，(M)， (W) は、当該注の執筆者がそれぞれ、

二宮、真下、和田であることを示す。

訳注

<1. 8> 

居所繁栄の規則についての第1部 (daftar)9 

居所繁栄の規則

高逼な気質と高尚な意志[を備えた者!とは、あれこれと選り分けること無

く、創造のための諸々の原子を、神力の驚異が顕現する場であると知り、それに

ふさわしく内面・外面の態度を決し、良識に即して、自身と他者との間で、真

9 底本にあるこの表題は、写本にはない [Ms.A: 5v; Ms. B: 16vJ。また底本には第5部
まで、第l部と同様、その冒頭を示す表題があるが(第2部「軍団繁栄に関してj[AA: 
1， 175J :第3部「王国繁栄に関してj[AA: 1， 265J ;第4部lHindustanの状況に関し
てJ[AA: 11， 1] :第5部「王中の王たる御方の心惹きつける御言葉に関してJ[AA: 11， 
227J)、いずれも Mss.A，Bには含まれていない。著者Abual-FadlがAkbarNamahにつ
いて、 Akbar時代史 14冊(daftar)jと「最終冊(daftar)j(これがAAに相当する)から成
る全5冊とする構想を述べている [AA:11， 258Jことから判断すると、「最終冊(daftar)J
たるAAを5つのdaftarに分解することになる、上記の表題が Abual-Fadl自身によって
害かれたとは考えにくい。 Abual-FadlはAAの結構について、「居所の隆盛」、「軍団の
強勢」、「王国の繁栄」の三つに関する「規則」の叙述によってこの最終冊を構成すると
述べている [AA:1， 7J。これらは第I部から第3部に当たると考えられるから、これに
後続する上記第4部および第5部の内容が、第3部の一部であった可能性もある。 (M)
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価を知るための争論を熱く戦わせるものである。もしこの段階にまで達しなけ

れば、その者は争いから身をヲ|いて、和解の道を進むことも止むを得ない。も

しその者が単独行動を選ぶならば、高雅な性質で自らを飾るであろう。もし相

互関係のある者たちの一員であるならば、その者はそれの調和に熱情を傾け、

心解き放たれて生きるであろう。

外面的にも内面的にも度量の大きい者は、微に入り細にわたる事柄の始末か

ら手を引かず、[そのような始末を]世界を創造した神に対する選りすぐりの奉

仕だと見なすものである。もし自分で間に合わせることが出来ないならば、確

固たる洞察と正確なる経験によって、知恵ある心をもって偏執なく真撃に英知

を探求する一、二名の賢明な人物を確保するものであり、この者たちの目配り

によって進んでいくものである。

重大ならざることには関わらない支配者もいるが、事情に通じた者たちは、

そのような者を勘定には入れない。そのような公正なる識者たちは、世間の惑

わされた人びとを、一部は大目に見るものである。とはいえ、それにも増して、

金目当ての追従の輩が何と多いことか。策略を弄して自らを善良者たちの中に

加える輩が。彼らは分不相応の言葉を眼前に呈して、表面的な有力者たちを眠

りに陥れる。彼らの考えは、自らが取引の商庖主となり、自らの家を富み栄え

させる、ということに尽きるのである。

幸福なる統治者たちは、一部を全体から推し量ることはしない。彼らが現

世・来世の重荷を意志という双肩から取り去るのは、神の助力をもってこそで

あり、そのうえで心解き放たれて肩軽やかになるのである。く1，9>我らの時代

の世界の主たる御方がまさにこの通りである。

宮内作業所 (kar-ban油)10の繁栄は世界統治の第一の段階であるが、昔の統治

10 本稿ではk員r-1Janahという語を「宮内作業所」と訳した。 kar-1Janahは帝室の家産を維
持・運営する複数の部署の総称であり、これがカバーする業務は、硬貨の打刻、武具・
火器の製造・管理、軍馬・軍象の維持・管理から楽隊、厨房、飲料調製、果物調製ま
で多岐にわたる。この語がムガル帝国時代の史料においてbuyu耐という語と密接な関
係を持っていることについては注目を見よ。
kar-1Janahの総数について、直後にあるごとく、本書AAは「百箇所を超えJると述
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者たちは自尊心ゆえ、それに取り組むことはほとんどなかった。しかるにこの

御方は、このような明察により神聖なる御意志をもって、宮内作業所の繁栄を

もたらされ、適切なる諸規則を各所に制定され、これを、比類なき神の御満足

を勝ちえるための手掛かりと見なされている。

この偉大なる業務の繁栄は二つの事柄にかかっている。第一は、見識と良識

にもとづいて、世界を飾る命令の数々を、心という秘所から、出現という謁見

場へともたらすこと。第二は、[業務を]振る舞い正しき真撃な者たちに委ね、

それを監督すること。

[以前よりも]数多くの宮内部 (buyutat)IIの職員たちが、兵員の範轄で手当を

べている O この数についてQureshiは、 MuhammadSah時代の歴史書に拠って、 36と

いう数が通例であったと指摘している [Qureshi1973: 59-60J。これを裏付けるよう

に、 Awrangzib時代に帰せられる業務要領 (dastural-'amaJ)文献も 36という数を挙げ

る [DAA:53vJ。しかしこの文献の当該箇所の直後では各々のkar-tanahを説明すべく

51ものkar-tanahが列挙されているので [DAA:53v-55vJ、このあという数字は信用で

きない。一方SarkarはAwrangzib時代に成立した業務要領文献pawiibi{-i'Alamgiriに
拠って、 69という総数を導いている [Sarkar1963: 170-175J。しかるに本書AAについ

ては叙述の区分が明瞭でないため、 kar-tanahの総数を確定することは難しい。それゆ

え「百箇所を超え」るという Abual-Fadlの言葉の真偽について判断することはできな

い。このため、 AAがr26のkar-tanahについて叙述し、さらにその他10のk孟r-tanahに

ついて間接的ないし間接に触れているので、合計36のkar-tanahに言及していることに

なる」という Vermaの解説にも根拠はないことになる [Verma1994・20J。以上を要す

るに、 kar-tanahの実際の総数は時代に応じて伸縮を遂げたと考えるべきである。

なおkar-tanahの総数については、トゥグルク朝時代末期の史家‘:.¥fifが、FiTUZSahは

「世界を照らす灯火のごとき王者たちと同様、 36のkar-tanahを有していたと言われて
いる」と伝えている [TFSA:377J。しかし残念なことに、‘:.¥fifが伝えるFiTUZSah時
代のkar-tanahに関する記述 [TFSA:271-272， 337-338Jからはあという数字は導けな
い。それでも、 Qureshiが指摘しているように、デリー・スルターン朝時代からムガル
帝国時代に速なる宮廷制度の伝統をここに見いだすことは可能かも知れない [Qureshi

1958: 69; Verma 1994・20J。もちろんその場合にあっても、伝統上の定数と実際の運用

数とは別で、あったと考えるべきであろう o (M) 

11 史料におけるbuyutatの用語法のヴァリエイションは限られている。第ーは職名のー

部として用いられる例。すなわちdlwan-ibuyutat， n昌平ir-ibuyutatなど。 Vermaが指摘す

るとおり、 dlwan-ibuyutatの職名が単にbuyutatと縮約されることもある [Verma1994: 
51] (この用語法はAwrangzib時代の史料に頻出するようである)。第二はkar-tanahの
語とともに一連の成句として用いられる例。すなわちbuyutatwa kar-tanah， buyutat wa 
kär-þ亘nagätあるいは muta~addiy-än-i mahamm-i buyutat wa candI az daTUga-ha-yi kar-
tanagat [AlmN: 1101]など。以上の用例はbuyutatの語が、もっぱらムガル帝窒の家産
に関わる官制のなかで意味を帯びた用語であったことを示している。またその用例が
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受け取ってはいるが、イラーヒー第39年におけるその歳出は 309.186，795ダー

ムであり 12、この王朝の支出は収入と同様、日を追って増加している。

[宮内作業所は]百箇所を超えており、そのいずれもが一つの町、いや一つ

の国のごとくである O 世界の主人たる御方の不断の御配慮により、宮内作業所

デリー・スルターン朝日寺代の史料に見いだせないことも、この語がムガル帝国時代に展

開したことを裏付けてくれる。またbuyutatはbaytl家」の二重複数形であるが、これが

baytないしbuyutの語形に還元されてbuyutatと同様の意味で用いられる例はない。こ

れは、 buyutatが特定の概念と密接に結び、ついた分解不能の用語であったことを示して

おり、 kar-tanahの語がkar-tana一haないしkar-tanagatという複数形でも用いられたこ

とと対照的である O さてAwrangzIb時代の業務要領文献にはbuyutatとkar-tanahについ

て次のような表現が見える :1至高の重大事備える御館(tanah-imuhimmat-i ‘亘lI)への御
奉仕であり、都合36箇所のkar-tanahを有するbuyutatの業務に関する第三章J[DAA・

53vJ。これにより、 kar-tanahが帝室の家産を維持・運営する各部署を意味したのに対

し、 buyutatはそのような部署複数からなる組織全体を指す用語として用いられた、と

考えることができょう。それゆえbuyutat=kar-tanahという等式は後者が複数形である

場合にのみ成り立つ [Qureshi1958: 59; Verma 1994: 20J。このように考えると、後出

するオルド設営の記事において、王子の営地から「少し距離をおいてbuyutatが配置さ

れる」という所伝は [AA:1， 43J、帝室家産の管理組織が配置されたと読み取ることが
でき、実態としてはそこに複数のkar-tanahが立ち並んでいたと解すべきである。 (M)

12 イラーヒーとはAkbar時代に行われた暦法て、あり、その治世第1年を元年とし、春分

を元日とするイラン式太陽暦である。イラーヒー第39年は1594年3月の春分に始まる。

なお、 Moosviは翌イラーヒー第40年 (1595/6)のデータとして、宮内部から支出され
た経費の総額を算出している [Moosvi1987: 269， and note 78J 0以下、ダームは銅貨の単

位であり、会計上は40ダームがlルビーに相当する。まず帝室家産として維持されてい

た軍用動物の経費193，858，567ダーム(この算出を行っている当該箇所では193，984，463

ダームとある [Moosvi1987: 247Jo誤植かつ)と武具・火器の経費22，080，257ダームを

計上し、これに、ハレムや厨房などの諸経費 187，399，746ダームを加算した上で、最後者

の項目に含まれる狩猟用の動物の経費19，000，000ダーム (13，000，000ダームの誤植か?)

と現金給与・恩給の経費12，500，000ダームを控除して、総額376，686，570ダームという額

を得ている(上記の数値をいかに操作しでもこの数値は出ない。いずれかの箇所に誤

植あるいは、 Moosviの錯誤があるものと思われる)。この数値と、イラーヒー第39年

のデータとして本文が伝える309，186，795ダームとの差違について、 Moosviは「兵員の

範時で手当を受け取っているJ1職員たち」の経費がその一因であるとしている。すな
わちMoosviの算定においては、軍事部門から俸給を得ているこのような「職員たち」

を他と区別できないため、その経費が宮内部の経費の中に組み込まれてしまう。一方、

Abu al-Fadlはそのような「職員たち」の経費を控除した額として上記の数値を報じて

いるのだから、両者の聞に組蹄が生じるのは当然であり、これを勘案すれば、一年違い

の二つのデータの間にある差違は些少と評価できる、というわけである [Moosvi1987・

269J。我々としてはさしあたりこの解釈に従っておきたい。ちなみにMoosviの算出に

よると、イラーヒー第40年の課税見積額 (jam‘)の総額は3，960，327，107ダームである
から [Moosvi1987: 195J、同年の帝室家産各部署の経費は歳入見込額の9.5パーセント
程度を占めていたことになる。 (M)
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は選りすぐりの資材を備え、時を追うごとに上首尾に発展している。幸福な巡

り合わせと輝かしい星回りによって、王朝が栄えれば栄えるほど、[君主によ

る]救済や保護も増進するのである。真理を探究する将来の人々への贈り物と

して、その一部を記し、見識と行動をみちびく燈火を点そう。さらに、包括的

な性質を帯びており、三つの[部門の]13いずれの繁栄にとっての元手でもある

ようないくつかの事項は、[この]I居所繁栄」の部で記述する。

財庫繁栄の規則

洞察力のある思慮深い心[をもっ人}は以下のことを理解する。神に対する

選りすぐりの賛美と神に対する最良の崇拝とは、世の混迷に秩序を与えること

であり、世人の混乱を収拾することである。そのような調和の回復は、土地の

繁栄、居所の隆盛、王朝の戦士たちの装備、軍団の活躍 (nikkirdan)による。

またそれは、正しい思慮と人々への配慮、厳選された財貨の徴収、賢明なご命

令による支出にかかっている O 町の者と野の者の需要は二つのかたちをとり、

それによってそれぞれの集団にとって望ましいことが実現するのである。明敏

で公正な人々には、前者への思慮が必要であり、後者への巡視が欠かせない。

単独行動を習いとする自由人たちにおいては、富を集めることや必要以上のも

のを求めることが非難すべきものと見なされるように、市中の人々の意図にし

たがえばそれとは逆のことが必要とされる。これは先見の明のない、表面しか

見ない者たちの巧言である。そうではなく、実のところ両者ともに時の必要に

応じて[求めるべきものを]希求しているのだ。心満たされた貧しき者たちは、

食と衣から、[彼らの]探求力をもたらし暑さ寒さから身を守れるだけの手立て

を得る。他の人々を充足させるということは、宝庫を満たし、威信財を集める

ことやその他諸々のことなのである O

このような考えに基づいて、世界の主人たるお方がベールを取り去り、重大

13 本書で記述されている、帝国の宮廷、軍隊、および税務等の三つの部門を指してい
るo 75-76頁および注9を見よ o (M) 
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事の秩序立てに関心の一端をお向けになったときに、宣官のイテイマード・

ハーンをその称号に相応しいと見なされ、心中に秘めていたことを表に出され

た14。そして、彼の業務への精通ゆえに、<I.10>神聖なる御心の一部が実行され

るに至った。その後、[陛下の関心は]次第に増して行き、選りすぐりの資材が

顔(かんばせ)を輝かせた。あらゆる土地への税について調査が進められ、正

しい性質の熟練の者たちの知識によって首尾よく完了した。

また、知己である者とそうでない者を分け隔てしない賢明さによって、王領

地(恒li号ah)15に相応しい者とジャーギールに相応しい者とを分けて、努力を怠

らない廉直さを習いとする者たちに 1000万ずつを委ね16、満ち足り[ていて不正

14 I'timad ijan ijwagah Sarao Phul Malikとも呼ばれる。スール朝のSallmに仕えて
Mui:Jammad ijanの名を与えられていたが、ムカゃル帝国の復権後にAkbarに伺候した。
156112年、 Akbarは彼にI‘timadijanの称号を与えて、財政改革を統括させた。本文は

このことを意味しているのであろう。I'timadijanは1563/4年にAkbarのMalwah遠征

に加わったほか、 ijandISの王MlranMubarak S油がAkbarへの臣従を表明したときに
は、 MlranMubarak Sahが送ってきた使いに同行してその居城Aslrに赴き、 MlranSah 
がAkbarに差し出した娘をλgrahの宮廷まで送り届ける任を果たした。また、 Sind北部

の併合 (1573年)に先立ち、 BhakkarのSultanMahmudの娘が輿入れした際にも、I'timad
ijanは同様にこれを迎えに遣わされた。その後、 1576年にBhakkarの統治を任された

が、 1578年に同地で暗殺された [AA:I， 225; AA (Etr.): I， 13， f且 1;AN: 11，178-179，230-
231; MT: 11， 176-177; MU: 1. 88-90; TS: 229-230， 246J 0 (w) 
15 より正確には、 bãli~ah-i sarIfahという。領土のうちの王領地の範囲は時代によって

変動があった。また、どこが王領地とされるかについては、殆ど常に王領地とされて

いたパルガナ(郡parganah) もあった一方で、様々な土地が主領地になったり、外さ

れたりしていたことが知られているoHabibはこれについて、最も肥沃で管理しやすい

土地を王領地にしておく政策があったためだと推察している。また、概して王領地は、

λgrah、DihlI、 Lahawrの中央諸州、!と経済的に重要な州であるGugaratに最も集中し、経

済的に重要性の低いところではより少ないという傾向があった [Habib1999: 300， 313-
316Jo (w) 
16 カローリー (karδri)のことを指す。 Akbarは全土を王領地とした際に、そこからの
徴税見込み額が1000万タンカ (tankah) となるように土地を区分した(カローリーの

名称は、 1000万 (karor)に由来する [AN:I1I， 117J)。そして、その各々の区分された

土地にカローリー職を設置した。当初、カローリーは税の査定と徴税の両方にまたが

る大きな権限を持ち、その下には実際に徴税を行うアーミル ('amiI)、各地に派遣され
る税の査定業務の責任者アミーン (amin)がおり、さらに税の取立てのためにセ・パ
ンディー (sih-bandi)と呼ばれる人々を雇い入れることもあった。ただし、 SahOahan 

の治世になると、財務長官 (diwan)のIslamijan (職1639/40-1645/6)によってアミー
ン職の権限が強化され、税の査定はカローリーの職務から外されて、カローリーは徴税

のみを担当するようになった [Habib1999: 318-322J。なお、皇子に与えられるジャー
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をしない]書記 (bitik-cI)を同行させた17。そして、その各々のために幸福なる

資質を備えた宝庫官 (gangwar)を配した。人心を知り、農民をいたわるがゆえ

に、耕作する人々から現金 (zar-ibali号)を徴収するのではなく、手に入ったも

のを記録し封印しておくよう命令が出された。このような適切な方法で無知の

錆が削り落とされたので、臣民はさまざまな圧迫から解放され、富を豊かに獲

得し、世界の番人たるお人を誇りにした。財貨の源泉が清浄になると、控えめで

努力を怠らない、満ち足り[ていて不正をしない]者を王府の財庫官 (bazlnah-

dar-i kull)に選び、彼の下にダルガ (darugah) と書記官 (niwIsandah) を任命

された。深慮の飾りが発現し、業務を知るために驚くべき規則を定められた。

それぞれの地域の宝庫番のもとに、 20万ダームが集まると、いと高き宮廷

( wala-dargah)に運ばれて彼[王府の財庫官]に委ねられ、富の詳細についての

書類も付される。進物を集めるためには、宝物係 (gangln油-dar)が別に選ばれ

る。所有者のいない財18については、管理人 (kahbadI)が定められる。献上す

るべくもたらされたものは、仕事に通じた者に番をさせる。御計量の金 (zar-i

ギールにおいては王領地と同様の体制がとられており、徴税官もカローリーとして知
られた [Habib1999: 325J。
セ・パンデイーとは、本来は、必要な場合に雇い入れる兵士のことで、常雇いの部隊
と対比してこのように呼ばれた。このような兵士についてBaburは、「ヒンドゥスター
ンには、このような大事が勃発した時には、人々に現金を与えて、約定によって彼ら
を家臣として召しかかえるという習慣があった。こういった人々はバドヒンデイーと
呼ばれていたJと記しているが、このパドヒンディー (bad明hindi)なる語ついて、間野
はその読みは不明であるとして、「バドヒンディーというのは仮の読みに過ぎないJと
している [BN:424; BN (Jtrよ427JoHabibは、このbad-hindiとsih-bandiを同じものと
考えているようである [Habib1999: 319nJo (W) 
17 [Habib 1999Jによると、各パルガナにはカローリーやアミーン以外に書記 (bitik-ci
あるいはkarkun)ならびに出納係 (¥}izanah-darあるいは侃tah・dar)という二つの官職
があった。そのうちの書記については、 SirSah治下においてはインド語 (Hindi)とペ
ルシア語のそれぞれで記録をとるために二人ずつ配されていたものが、 1582/3年にペ
ルシア語担当の一人に減らされたという [Habib1999: 324J 0 (W) 
18 おそらく、血縁の相続人のいない遺産や拾得された財を指すと考えられる。スンナ
派での相続人は、クルアーンによって相続分が定められている娘や配偶者など、アサ
パ(男子父系血族)、その他の血族、被相続人が解放奴隷の場合には奴隷時代の主人、
以上に該当する人々がいない場合、国庫(バイト・アル=マール)である [r岩波イス
ラーム辞典.1r相続JJ0 (N) 

po 
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wazn19)や慈善財はよき考えの者に委ねられる。様々な支出には、選りすぐりの

規則が定められた。行いの正しい見張り人と、ほむべき性質のダルガ、筆の正

確な書記が別におかれた。それは、年間の支出が、収入方財庫官 (bazinah-dar-i

gam')から支出方宝庫官に委ねられ、正確な書き付けによって執行されるよ

うにである。これによって、帳簿の記録は大幅に簡略になり、勅令の発令者の

草地は潤いを得た。短い時間で諸々の宝庫が満たされ、寧は増強され、邪な考

えの不服従者たちは命令服従の道を進み始めた。イーラーンとトゥーラーンで

は、財庫係 (bazanah-ci)は一人である O そのため、計算のための面倒が長くな

る。財貨の豊富さと仕事の多さから、十二人の財庫係が、蓄えられた諸々の財

の管理に任じられた。九人は種々の現金、三人は宝石、貴金属、宝飾品を担当

する O 財庫の豊富さは、[ここに]ついでに書くような範囲を超えている。各々

の担当者について、仕事に対する[アクパルの]鑑識眼と評定によって慰撫と

叱責が行われ、家臣たちの輪が輝きを得る O

宮内作業所には、それぞれの宝庫官が任命される O その数は100近い。聡明

な監視役が、日々、月々、収穫期 (faseO)毎、年毎に取引の糸口を増加させ、世

界の四方が活気を増す。

<1， 11>また、いと高き命令により、良き性質の正しき者たちの一人が、黄金

19 御計量は、王族の誕生日(太陰暦、太陽暦)に体重を量る儀式を指す。それと同じ目
方の貴金属などが貧者に寄進された。 Akbar時代の事例として、例えば1573年の、太
陽暦によるAkbarの御計量の記録を参照されたい [AN:III， 75J 0 1582年には、太陰暦
の御計量の際に銀、錦 (parcah)、鉛、錫、果物、菓子、野菜 (rustanI)、胡麻油を用
いるように指定され、同時に王子たちの太陰暦による御計量日が定められている [AN:
III，392-393J。また、 SahGahanの42歳の誕生日に行われた御計量の様子を描いたミニ
アチュールが、 LahawrI著PadsahNamahのウインザー写本に収められている [Beach
& Koch 1997: 44 (plate no. 13)Joなお、御計量は誕生日以外の機会にも行われること
があった。 Bemierは、戦の後の祭りの際にAwrangzIbが行った御計量の様子を記して
いる。「この祭りの三日目に、大きな天秤と金むくだと噂される重りで王は麗々しく体
重を測らせ、その後で多くのウマラーが続きました。王が前年より 2リーヴル (1リー
ヴルは380-550グラム〕重くなっているのでウマラー全員が大喜びしたのを覚えていま
すJ[Bemier: 11，55; Bemier (Jtr.): 11， 51] 0 (N) 
20 税の徴収に関わる、春作と秋作の二回の収穫を指すと考えられる [Habib1999: 167n， 
288nJ 0 (N) 

-87-



アブル・ファズル著『アーイーニ・アクパリー』訳注(l)

と白銀を常に一般謁見場に用意している。[そのため]懇願をする多くの貧しき

者たちが、待つ面倒なしに望みが満たされる喜びを得る。また、 1000万ダーム

が王廷 (dawlat-¥}anah) の一角に用意されている。 1000ダーム毎に毛織物の袋

に入れられており、それはサフサー (sahs油) (ファトゥハのスィーン、ハーの

スクーン、ファトゥハのスィーン、書かれただけのハー)21と、また、それが集

まるとガンジュ (gang) と呼ばれる。さらに、財を遣ういと高き御意志は、莫

大な額を貴顕たちに渡す。それは折に触れて[金を]用意できるようにである。

その一部を革袋 (bahlah22)に入れて[貴顕たちが]手許に置く O これは、昨今

の表現で「草袋の支出」と言われる。これら全てが世界の主人たるお方の親愛

に満ちた方策であり、人々に対する種々の保護である。[この状態が]千年も続

かんことをO

宝石の財庫の規則

もしこれの量や様(さま)に[ついての説明に]取り組むとすれば、長大な

時日を要する。[それゆえ]そのうちの一部を書き記して、認識の集積をもたら

そう。干し草の山からも落ち穂は拾えるものである。

世界の主人たる御方は、気の知れた、満ち足りた、行いの正しい宝庫官を任

命なさった。[また]経験豊富で振る舞いの正しい書記おを付属させた。そして

幸福に満ちた勤勉な者をダルガ職に据えた。さらに、密偵をその仲間の宝石職

人たちの間に入りこませた。これら四つの柱によって、この至高の部署の基礎

が据えられた。いずれの種類[の宝石]にも階級が定められ、[それらの階級

21 Abu al-Fadlがインド語の綴りと発音を示すために付したものである O 以下、本書に
は同様の説明が多く見られる o (N) 
22 この語はAkbar時代の後も財務用語として用いられていたようであり、 Awrangzib治
世中に書かれた業務要領の中で、ムカール帝国の財庫の一つに「革袋の財庫 (¥)azanah-yi
bahlah) Jが挙げられている [DAA:f. 54r J 0 (N) 
23 原語はTPKCYである。 [Gladwin:1， 5Jはこの語を tepukchyとする。 [Steingass1892J 
にはテユルク語由来の語としてtapakchf.A head accountantと立項されているが、詳細
は不明である。 (M)
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が]過誤[という錆]の錆落としになった。

ルビー CIa'124)。その価格が 1000ムフル (muhr25)よりも多いものは、第一級

とされる O そして 999から 500ムフルまでは第二級、 499から 300までは第三

級、 299から 200までは第四級、 199から 100までは第五級、 99から 60まで

は第六級、 59から 40までは第七級、 39から 30までは第八級、 29から 10ま

では第九級、 93/4から 5までは第十級、 43/4から Iまでは第十一級、 3/4ムフ

ルから 41/4ルビーまでは第十二級である。これより多くは等級は定められて

いない。

ダイヤモンド、エメラルド、赤や青の玉 (yaqut-isurb wa kabud)も、これと

同じ規則によって等級づけられている。第一級は[その価格が130ムフル以上

である。第二級は 293/4から 15まで、第三級は 143/4から 12まで、第四級は

24 [Vesel 1985]は13世紀後半および14世紀初頭に著されたペルシア語の鉱物学書二
点にもとづいて、 la'l.yaqutの用語法を整理している O それによると1.yaqutは様今な
色のコランダム(鋼石)であり、赤色の yaqutがルピーである、 2.1a‘lは様々な色のス
ピネル(尖品石)である、 3.1a‘lはyaqutよりも価値の上で劣る、 4.ペルシア詩におい
ては la'l.yaqutの区別は必ずしも明瞭ではない、という。しかし被注箇所およびそれ以
降のAAの記事は、むしろla'lがyaqutよりも高価であることを示しているので、 Vesel
の所論の 3.に矛盾する。ところが [AA:1， 38]にある、貴金属や宝石の比重を記した

一覧表では、 yaqut-iasman I空色の玉」の次にyaqut-isurb I赤色の玉」が重く、 la‘l
はそれよりも軽いとされている。一般にルピーを含むコランダムの比重が 4.0である
のに対し、スピネルは 3.6であるから、一覧表の記事は yaqut，la‘lをVesel説と同様、
それぞれコランダム、スピネルと同定しうる材料であることになる。一般に、ルピー

(赤色のコランダム=紅玉)とスピネル(赤色の尖品石)との区別については、文献資
料の中に混乱が見られるものであるので [Carvalho2010: 43-44]、AAの所伝もこのよ

うな用語法の矛盾と考えるべきである。またGahangirは、 Sah主主bbasから 1621年に受
贈した、テイムール朝UlugBig由来の赤色の宝玉をla‘lと自著に記録しているが[JNa:
325; JNt: 369J、クウェート国立博物館に所蔵されているその現物はスピネルであるこ
とが判明している [Keene2001: 134-135] 0 また、英国王室コレクションに帰した通称
「テイムール・ルビー」が実はスピネルであるという例のように、現存する宝飾品につ

いてさえルピーとスピネルの区別は暖昧である [Carvalho2010: 44-45]ことを考える
と、本書AAの翻訳においてla'l，yaqutを各々一つの語で訳し分ける意味は乏しい。し
かるに被注箇所の文脈に限れば、 la‘lがyaqutに対して高価であることがはっきりして
いるので、前者を「ルピー」と訳し、後者には全般的な訳語として「玉(ぎょく )Jと
いう語をあてておく。 (M)
25 ムフルは金貨の単位である。 Akbar時代には1ムフルは9ルピーに等しい [AA:1， 25; 
Habib 1999: 43630 (M) 
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11 3/4から 10まで、第五級は 93/4から 7まで、第六級は 63/4から 5まで、

第七級は 43/4から 3まで、第八級は 23/4から 2まで、第九級は 13/4から

1ムフルまで、第十級は 1ムフルよりも 1/4ルピー少ない額から 5ルビーまで、

第十一級は 43/4から 2ルピーまで、第十二級は 13/4から 1/4ルピーまで。

真珠。この高価な宝石は、十六通りに、区分の撚り糸の中に入れられる。[そ

の価格が130ムフル以上のものをく1，12>二十粒ずつ一本の糸に綴って、第一

級の序列 (silk)に加えであるお。 293/4から 15ムフルまでが第二級、 143/4か

ら 12までが第三級、 113/4から 10までが第四級、 93/4から 7までが第五級、

63/4から 5までが第六級、 43/4から 3までが第七級、 23/4から 2までが第

八級、 13/4から lムフルまでが第九級、 lムフルよりもすこし少なく 5ルピー

までが第十級、 5ルピーよりも少なく 2ルピーまでが第十一級、 2ルピーよりも

少なく 13/4ルピーまでが第十二級、それよりも少なく 30ダーム (dam27)まで

が第十三級、 30から 20ダームまでが第十四級、 20から 10ダームまでが第十五

級、 10から 5ダームまでが第十六級であるお。等級の数字ごとに糸に通し、その

結果、最終的には十六本の糸に綴ることになる。そしてそれぞれの糸の端に大

王の御璽{による封印]が施され、別種の[真珠混入の]損害を免れるように

される。いずれの真珠についても、明瞭な説明によって疑惑(istibah)のしる

しが消し去られる。

また[真珠に]穴をあける際には、日給、月給の他に次の要領で給与が下さ

れる。第一級の真珠を相応の首飾りに仕立てた者には lチャルン(cam29)、第

26 si¥k はsa¥kI糸を通すこと」に掛けた表現であろうか。 (M)
27 ダームについては注12参照。 (M)
28 Gahanglrは1615年、「僕たち (bandah-ha)Jに対して 732粒の真珠 360∞ルピー相
当を恵与した [JNa:137; JNt: 158J。あえて平均値を出せば、ー粒当たりの価格は 49ル
ピーとなる。これは AAの等級に従えば第六級に属することになる。 (M)
29 チャルン以下、スーキーまでの各事項については [AA:1， 26Jの記事を参照。そこ
ではダルブ (darb)およびチャルンがそれぞれ2分のlジャラーラ (ga¥a¥ah)、4分のl
ジャラーラであるとされている(ジヤラーラの価値はルビーに同じ)。これに関連して、
Gahanglrは1607年8月末、反乱に及んだ長子。usrawを討つ軍旅の途上、 Kabu¥の郊外
で「貧窮者・窮乏者たちに、それぞれ2分のlルピー、 4分のlルピーであるダルブと
チャルンを」ばらまいたと述べている [JNa:57; JNt: 70J。ジャラーラは方形である点
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二級についてはアシュト (ast)、第三級についてはダサー (dasa)、第四級につ

いては 3ダーム、第五級についてはスーキー (suki)、第六級については lダー

ム、第七級については 3/4ダーム、第八級については 1/2ダーム、第九級につい

ては 1/4ダーム、第十級については 1/5、第十一級については 1/6、第十二級に

ついては 1/7、第十三級については 1/8、第十四級については 1/9、第十五級に

ついては 1/10、第十六級については 11粒ごとに 1ダーム、である。

これらの高価な宝石の価値の驚異は、書き記すまでもなく明らかである。し

かるに、世界の主人たる御方の宝庫を満たすものは、以下の詳細のごとくであ

るO ルビー(Ia‘I): 11ターンク (tank)、20スルフ (sur¥}列。ダイヤモンド:

51/2ターンク、 4スルフ。 1[ターンク]あたりの価値は10万ルピーである31

のみがルピーに対して異なるので [AA:1， 26J、GahangIrの記述はAAのそれに整合す
るものと理解できる。 Hodivalaによると JNにはこの他に4箇所、チヤルンの用例を見

いだせるが[JNa:229， 320， 325， 326; JNt: 259， 364， 369， 371]、いずれにおいてもチャル

ンがニサール (nitar硬貨ばらまきの儀礼)の中で用いられていることには要注意であ

る。さらにSahJahan時代、王女BadsahBIgimの婚礼 (1644年12月)の際に行われた
ニサールの記述にもチャルンの語が見えるが、ここではチヤルンは金貨 (muhr)の4
分のlを指しており、ルピーの4分のlに対してはニサールという語があてられている
[BNL: II， 396J 0 Hodivalaが指摘するとおり、このこともまた、この4分のl硬貨が、ニ

サールの儀礼と密接な関係を持っていたことを示している[Hodivala1923: 102J。ち
なみに、同じ箇所では金貨の2分のlに対してダン (dhan)、ルピーの2分のlに対して

ダルブの語がそれぞれ用いられており、この点はAAの記述に整合する。以上のような

後代における用法に照らすと、給与算定の単位としてチャルンの語を用いる AAの用

法は独特のものと考えるべきである。なおAkbar時代におけるダルブ、チャルンの通

用は文献資料に在証できないけれども、 2分のlないし4分のlジャラーラ(=ルピー)
に相当する重量の方形銀貨の実例は複数の貨幣目録に確認できる (da巾 [Wright1908: 
32 (no. 282)，36 (no. 320)，37 (nos. 324， 332) J， [Whitehead 1914: 33 (nω. 223， 224)， 

58 (no. 398)，68 (no. 494)， 69 (nω500，502，503)，70 (nω510，516)，74 (no.546)， 75 

(no. 551)]， carn: [Wright 1908: 23 (no. 190)，37 (no.325)]， [Whit巴head1914: 29 (no. 
189)，33 (no. 225)，59 (nos. 406，408)， 67 (no.484)，68 (no.497)，69 (nos. 501， 506)， 
70 (no.511)，71 (nos.51弓521，522)，72(nos.528，529)J)o (11) 

30 AAは別の箇所で宝石の秤量単位を記述している。それによると基本の単位はターン

クとスルフであるo1ターンクは24スルフに等しく、 lミスカールはこれに比べると 2

スルフ多い。20分のlスルフはビスワと呼ばれる単位である。かつては2.5ピスワがlビ

リンジと等しかったが、 Ak凶r時代に2ピスワ=1ピリンジと定められた [AA:II， 60J。
ピリンジについては注67を参照。なおBab叫rはインドの秤量単位を詳細に記述してお

り、「宝石と真珠はターンクで計られる」としている [BN:466; BN (J仕.):465J 0 (11) 
31 1604年11月末、父 Akbarとの聞で確執を繰り広げていた王子 SalIm(後の GahangIr)
は、母后 11aryam11akanIの死去に際して、父のもとに伺候し、数々の品物を献上し
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エメラルド:173/4ターン夕、 3スルフ。その価格は 52∞0ルピーである。玉:
4ターン夕、 23/4スルフ。真珠 :5ターンク。 1[ターンクIあたりの価値は

50000ルピーである。

貨幣打刻所の規則

造幣所の繁栄は財庫の源を増すものであり、あらゆる取引の動き (rawa'i)は

それによって活気づくものであるから、【著者は】その一部を述べよう。そして

言葉の芝地をみずみずしくしよう。求めるものについての取引は、町の者にも

野の者にも生じるものであり、【いずれも]各人が己の欲求の程度にしたがって

手にするものである。自由な人は手元の資金を手立てとするが、拘りのある人

はそれを追求すべき目的と考えてしまう。すべての人にとってそれ[資金】に

よって取引することは必然である。知性ある者はそれ【資金]を宗教的な望み

と現世的な望みとを実現させる源泉とみなす。人の子たるもの生存の維持には

食べ物と衣服が欠かせない。【本来】衣食は、種を蒔いて育て、刈り入れてふる

いにかけ、こねて[パンを]焼くこと、そして【糸を】紡ぎ、撚り、織るなど

の労を費やすことによって得られるものである。くI.13>このような仕事場の産

物は多くの助けがなければ得られない。一人の力では不十分である。作業は日

ごとに困難になる、否、不可能であろう。住まいはいくらかの糧を蓄えるのに

欠かせない。たとえそれが天幕や穴蔵であったとしても、それは家と呼ばれる。

人間の誕生と生存は五つのものによる。父、母、子、下僕、食料である。最後

に挙げたものはあらゆるものの原動力 (kar-pardaz)である。ほとんどの物は無

に帰してしまうし、安定を保たないものであるから、まことに金が必要なので

ある。[金は]本質の丈夫さと結合の堅固さのために長持ちする。少量で多くの

取引が生まれる。また旅にも使える。数日分の食料を携行するのは困難である

のだから、【ましてや】何ヶ月も何年もの分になればどれほどの場所がいること

たが、その中には 10万ルピーの価値のあるダイヤモンドー粒が含まれていた[町J:
504J 0 (M) 

n
d
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d
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か。

神のご配慮が助けとなり、貴重なる物質は出現の岸辺に至って、[人は]労

せずとも生活の元手が得られた。このような理由で、意志の額が不適切な壊に

まみれることなく、神への崇拝が定められた規則にしたがって飾られるのであ

る32 それ[金]の称賛すべき点は、なめらかな体、芳しい味、よい香りといっ

た形容を超えている。金の元素の構成は平衡状態に近く、四元素の各々のしる

しは金の諸様態から明らかである。[金は]火の色、空気の清らかさ、水のなめ

らかさ、士の重さを呈している。というのも[金は]存在をもたらす輝きを豊

かに持っているからである。[金には]四元素のいずれも害を及ぼすことはでき

ない。[金は]火によって燃えることはない。空気がそれに影響を及ぼすことも

ない。長い間にお水が[それを]変化させることもない。他の諸金属とは異な

り土が腐食させることもない。したがって、古の哲学の諸書においては、あら

ゆる物事を秩序付ける理性(‘aqI)は「大原理 (namus-iakbar) Jと呼ばれ、日

用の品々がそれに関係付けられる金は「小原理 (namus-ia認ar)Jと呼ばれてい

るお。金の大切な呼称の中には、「公正の守護者 (hafiz-i‘adalat)Jゃ「万物の評

価者 (muqawwim-ikulli)」があるお。諸物の評価は金で行われ、公正の基礎は金

32 これは、イスラームの礼拝の動作に見られる、額を地につけて神を称える平伏礼
(sagdah) と関連付けられた表現と考えられる。 (W)
33 Ms. Aではbi.ruzgar-ian。その場合「水がその状態に変化を及ぼすこともない」とい
う意味になり、これでも文意は通る。 (W)
34 貨幣と原理 (namus)を結びつけた記述は、 MiskawayhやTUSlの著作にも見られる
[TATA: 110-111; AhN: 134， 210J。彼らはいずれも『ニコマコス倫理学』に基づくも
のとして、三つの原理について述べているが、それによると第一の原理 (al-namusal 
akbar，凶mus-iakbar)は神に由来し預言者を通じて明らかにされた法、すなわちシャ
リーアを指し、第三の原理は法官 (hakim)、第三の原理が貨幣 (dlnιr)であるとする。
Miskawayhは、あるものとそれとは異なる価値をもっ別のものがある場合、それらの
交換に際して貨幣は両者の価値を釣り合わせる役割を果たすものと述べるが、これも
『ニコマコス倫理学Jに見える O すなわちアリストテレスによれば、価値の異なるもの
の交換が成立するためにはその対象となるものが「等価にされる(イサステーナイ )J
必要があり、その交換を媒介するものとして「貨幣(ノミスマ)Jが出現したのである
とされている。その上で、交換を成り立たせるのは「必要(クレイアー)Jであり、「貨
幣とは、人々の取り決めによって、必要のいわば代替物になったもの」であり、それゆ
えに「貨幣は「ノミスマ」という名前をもっている」という [Ethica:217-221] 0 (W) 
35 貨幣が加fi写i‘adalatであり、 muqawwim-ik叫nであり、 namus-ia号車川であるとする記
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にある。無比なる神は、金の補助となるものとして銀と銅を流通させ、人の子

の幸福の元手としたお。このような先見の明によって、正義を行う勅令の発令者

たちとめざましき幸運を持つ世界の番人たちはこれらの金銭の流通に努めてき

た。そして貨幣打刻所をこの業務の精度を上げるために整備してきた。[貨幣打

刻所の]繁栄は、知識があり、努力を怠らず、行いの正しい監督官たちを任命

することにある。そして彼らの認識と監督力の維持によって世界の建造物の基

盤は定められる37

[貨幣打刻所の]働き手たちの規則

第一はダルガである O 人を知っている賢い人は、溢れる賢明さと豊かな能力

で、朋輩たちの過度の負荷を軽々と肩に乗せるものである。そして、各々を自

らの仕事に熱中させ、勤勉さと正しさでよい結果をもたらすのである。

第二は試金師(号ayra釘)である。この大きな王朝の館の首尾は彼の純度測定法

に係っており、金銭の諸等級を知る手がかりは<1，14>彼の公正なる手に[係っ

ている]。時勢の豊かさにより、仕事に通じた試金師たち (saη亘向n) はこの王

朝に集まってきた。そして、世界の主人たるお方のご心慮により、金と銀は高

い等級に達した。アジャムでは、それ[金の等級]を「十階級 (dah-dahI)Jと

名付けており、金の純度を十等級より多くには分けない。ヒンドの言葉 (hindI-

zaban)では[金の等級を]r十二品質 (barah-banI)J (パー、アリフ、ファトゥ
ハのラ一、ハーのスクーン、パ一、アリフ、カスラのヌーン、下双点付きの

ヤーのスターン) [と呼ぴ]沼、純度を十二種類とみなす。以前は、昔の金である

述は、 TusIに見られる [AhN:210J 0 (W) 
36 金貨、銀貨、銅貨の三本位制について述べている。 Akbar時代のムガル帝国では、金
貨 (muhr)の鋳造所は4箇所あり、銀貨(而payah)と銅貨 (d加)の鋳造所はそれぞ
れ14箇所、 42箇所であったという [AA:1， 27J 0 (W) 
37 この箇所は底本ではpayah-yiだが、 Ms.A. Ms. Bともにmayahdihと記されており、
本来は後者であった可能性が高い。ただし、いずれにしても意味の上では大差はない。
(W) 
38 Ms. Bでは、・barah-banIguyand'となっている。 (N)
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フン (hun)39 (ダンマのハ一、ヌーンのスクーン)一一デカンで流通している金

貨 (zar)である一ーを優れたものと考え、その純度を 10とみなしていたが、世

界の主人たるお方の試金法によって81/2と定められた。また、小さい円形のア

ラーイー・デイーナール (dInar-igird-i bwurd-i 'ala'i)胡の金を第十二等級とみな

していたが、現在では101/2になっている。この技術について知識ある者たち

は、それについて数々の歴史書をものし、物語を説き、錬金術でできた金と考

えている。そして、鉱石からできた金はこの[錬金術でできた金の】等級には

至らない、と言っていた。しかし、聖きご心慮によってそれを純度測定した。

39 フン (hunないしhun)は、黄金を意味するカンナダ語honnu、あるいはタミル語pon

の転計七である。また、ヨーロッパ人が用いる呼び名である「パゴダ (pagoda)Jは、 18
世紀末に流通していたフン金貨がBhagavadi(女神の名)と呼ばれていたのをヨーロッ

パ人が誤ったものとする説と、フンに刻まれていた寺院に由来するという説があるが、

寺院が刻まれたフンは比較的新しい時代のものであるため、前者の説が妥当だと考え

られる [Bidie1883: 34・35J0 Linschotenが i(パゴダは)インデイエ人異教徒によって
造られ、偶像すなわちパゴーデの悪魔のような姿が刻印しであるためにそう呼ばれる

のである [Linschoten:II， 14; Linschoten (Jtrよ341-42JJと伝えていることも、前者の
説の妥当性を裏付けるものであろう。中部およひ宵インドの諸王朝下で様々なタイプ
のものが発行されたが、重さは概ね50-60グレイン(キ 3.24-3.9g)の間であり、ずんぐ

りした形を持ち、多くの場合、表面にヒンドゥーの神格、裏面にナーガリ一文字ある
いはカンナダ文字で王の名前が刻んであるという形式である。 1-2世紀に仏教系の王朝

で発行された、あるいは7-8世紀にチヤールキヤ朝で発行されたと推察されているもの

もあるが [Bidie1883: 36-38J、コインの刻銘から年代が確定できる最も古い例はヴィ

ジャヤナガル王国のハリハラ時代のものであり、 1336年頃の事例が現存している。そ

の後、ヴィジャヤナガル王国の後継勢力、マラーター王国、マイソール王国や、オラ

ンダ、イギリス東インド会社によっても発行され、 1819年まで発行されていた [Bidie

1883: 36・38;Brown 1922: 63-64; Smith 1906: 310-311;グプタ 2∞1:88， 152， 159， 166， 
176J 0 Gulsan-j lbrahfmfには、アーデイル・シャーヒ一朝のYusuf‘λdilSah (位1489/90-
1510)が、Bahadur早如をコンカンの支配者に任じた際に50頭の象と 10万フンを下賜し
ている例や、 Bidarのコトワール(城塞長)でありパフマニ一朝の権力者であったQasim
Baridに2万5千フンを贈っている例が見られる [GI:II， 7， 8J。また、 'AlamgfrNamahに
は、 Bi星通.purとA1;tmadnagarの間にある砦Parendahを、 'Adilijanが30万フンで手に入
れたという記録と、 Siwaという人物が支配していた23の砦とその近辺からの収益が約

1∞万フンであったという記述が見える [AlmN:598， 904J 0 (N) 

40 'Ala・al-Din写a1gi(位1296-1316)の治世に発行された金貨のいずれかを指すのであろ
う。九la'al-Dinは方形の金貨も発行しており、区別のために形状が記されていると推察
される。これらの金貨の原材料は、 13世紀末から 14世紀初頭にかけて、'Ala'a1-Dinや
その重臣MalikNa'ib Ka釦rによって行われた南方遠征によってもたらされた金だと考
えられている [Wright1936: 105-106J 0 (N) 
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老練の者たちは驚いた。何と、[その金が]さらに減ったり、少しばかり増えた

りすることなどないのに、と。振る舞いの正しい語り手たちゃ、言葉正しい世

界巡歴者たちは、この[アラーイー・ディーナールの金の】等級に何の[混ざ

り物の]しるしも認めない。しかし融解させてみると、僅かな小片が分かれ、

灰と混ざる。[それを]無知な者は価値の低い混ざり物と考え、知識ある者は

土と解釈する。つるはしで掘られる鉱物は蝦焼(taklis)41されて灰になるが、金

は特殊な働き(‘amal-iba符)によってもとの状態に戻り、さらに少し目減りす

る。世界の王たるお方の洞察の光によってその減少の事実が明らかになり、ご

まかしを生業とする者たちが試金された。

純度計測 (banwari)の規則

[純度計測 (banwarI)は1rパーンワーリー (banwarI)J42 (パ一、アリフ、カ
スラのヌーン、ワーウ、アリフ、カスラのラ一、下双点付きのヤーのスクーン)

の省略形[である]。この固では、眼識ある試金師たちは、経験によって色や光

沢で純度の等級を見分けるとはいえ、他の者たちの得心のためにこの驚くべき

方式が生じた。銅やそれに類するものでできた幾つかの筆が[用意され]、一

つ一つの先端に少量の金が付けられており、それぞれの純度が記されている。

新しくもたらされたもの[金]を純度計測するときは、それと、これらの筆に

よって、試金石の上にいくつかの線をヲ|く O そして、[線の様子が]近いものと

同じ分類とみなされる O ただし、筆圧と筆運びの関係が一様でなければならな

い。そうすれば歎きの挨は生じまい。

これの基礎は様々な純度に分けて金を鋳造することにある。

lマーシャーの純銀と同量の上等の (gayyid)銅を一箇所で融解させたあと、

凝固させる。[この]合金を、純度が 101/2である純金6マーシャーとともに融

41 物質を空気中で強熱することによって、可燃性の物質を取り除く方法[アルハサン
1999: 183J 0 (N) 
42 インド語であろうが、語源は不明。 (N)
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解させる。 <1.15> [そうすると]混ざり物のある金 (zar)の塊が出来上がる。

そこから取った lマーシャーを 16等分すると、それが 1/2スルフとなる43

71/2スルフの純金を [1/2スルフの合金の11粒と混ぜ合わせると、それの純

度は 101/4パーンとなる。

もし 7スルフの純金をそれの2粒と混ぜ、合わせたら、 10パーンのものが出来

上がる O

また 61/2スルフの純金を3粒と混ぜ、合わせたら、[出来上がったものの]純

度は 93/4バーンと定まる。

もし 6スルフの純金を4粒と混ぜ合わせたら、 91/2パーンと定まる。

また 51/2スルフの純金を5粒と混ぜ合わせたら、 91/4パーンとなる。

また 5スルフの純金を6粒と混ぜ合わせたら、 9パーンとなる。

また 41/2スルフの純金を7粒と混ぜ、合わせたら、 83/4パーンとなる。

また 4スルフの純金を8粒と混ぜ合わせたら、 81/2パーンとなる。

また 31/2スルフの純金を9粒と混ぜ合わせたら、 81/4パーンとなる。

また 3スルフの純金を10粒と混ぜ、合わせたら、 8パーンとなる。

また 21/2スルフの純金を11粒と混ぜ合わせたら、 73/4パーンとなる。

また 2スルフの純金を12粒と混ぜ合わせたら、 71/2パーンとなる。

また 11/2スルフの純金を13粒と混ぜ、合わせたら、 71/4パーンとなる。

また 1スルフの純金を14粒と混ぜ合わせたら、 7パーンとなる。

また 1/2スルフの純金を15粒と混ぜ合わせたら、 63/4パーンとなる。

作業の要点は、合金を 1/2スルフ多く混入させる毎に、最も純粋な状態

(gawhar-i kamil)に対して1/4パーンずつ減少を生じさせる、ということであ

43 マーシャーが 8スルフに等しいというこの記事に対して、 AAには 6スルフが l
マーシャーに等しいという記事もあり [AA:II， 59J、さらにカシユミールの単位を紹介
して 6スルフが lマーシャーに等しいとする情報もある [AA:1， 564J.しかし後二者の
記事はダーム貨の重量を 1トールチャ+8マーシャー+7スルフであるとする AAの
別の記事には整合しない (1マーシャー =6スルフならば7スルフは上位単位に繰り上
がるはずである)[AA: 1， 26J .それゆえマーシャーとスルフとの比率について現段階で
は断定できない。 (M)
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る。

二番目の手順によって出来上がる、混ざり物のある金の純度は61/2パーンで

ある叫。

もしこれよりも[パーンの値を]小さくしようとすれば、銀と銅からなる第一

の混合物1/2スルフを第二の混合物71/2スルフに加える。 61/4パーンになる。

また第一の混合物 lスルフを第二の混合物 7スルフと混ぜ合わせると、 6

パーンになる。これよりも[パーンの値を]小さくしようとすれば、[第一の混

合物を11/2スルフずつ増やす。

純度計測において信用されるのは 6パーンまでであり、それよりも[パーン

の値の]小さいものは勘定の対象から外される。

この業務は純度の管理者の見識によって安定し、活気を増すのである。

第三はアミーン (amln)である。私利私欲の無さにより、敵も味方も彼に

よって保護される。話し合いの際には、彼はダルガやその他の職員の助力者

(dasty孟r)である。彼は真実を示し、騒ぎ(孟wIttah)の挨を鎮める。

第四はムシュリフ (musrif)である。帳簿の記録と業務への通暁と廉直さに

よって、収入と支出にしっかりと熟達する。そしてその英知を讃えられるほど

の日録を首尾よく整える。 <1，16>

第五は商人 (sawdagar)である。金、銀、銅をもたらし、取引を行なう。自

らの利益を取る。部署 (kar-g油45) の活気を増さしめる O 商税 (b培)を納め、

財庫の繁栄に尽力する。この集団が続々とやって来て荷を解くのは、公正とい

う市場の立つ日のことであり、支配者たちの無欲さによって実現されるのであ

る。

第六は宝庫官である。利益の元手を守護する。出納に際しては、厳正さを名

44 全体の重量に占める金の割合は75%0 (M) 
45 kar-g油には「世の中Jという意味もあるので、これを経済上の社会全体と解するこ
とも可能で、ある。しかし本書の別の箇所 [AA:1， 48Jでfarras-¥}anahを指して「この
kar-gahJとするごとく、 kar-gahの語を宮廷組織の一部として用いる例があるので、こ
この訳語もそれに従った。 (M)
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誉の助力者とする。

最初の四名および第六の者の手当(‘ulufah) には相違がある。以下の者はア

ハディー(油副作)の地位に達しており、当代の成功者となっている。

第七は計量人 (tarazu-kas)である。彼は打刻されたものを計量する。もし

ジヤラーリー金貨 (muhrーはalalI)100枚の金を計量すれば、 13/4ダームの報酬

を取る。もしルピー 1000枚の銀であれば619/25ダーム47。また銅の場合は 1000

ダームに対して1l/25ダーム。以上の歩合によって、[報酬の]加減の手がかり

が得られるのである。

第八は生金(なまかね)の融解人 (gudaz-gar-ibam)である。彼は粘土板に

大小の溝 (gu・yi-ha) をつくり、油を塗り、融かした金銀をその溝に流し込む。

【すると】鋳塊ができる。銅については、油を塗る代わりに灰を撒いておけば十

分である。[彼の]手間賃は上述の金の量【すなわちジャラーリー貨100枚]に

ついては216/25ダーム、上述の銀の量[すなわちルピー貨1000枚】については

553/1∞ダーム48、上述の銅の量【すなわち 1000ダーム]については443/50ダー

ム49である。

第九は薄板製造人 (waraq-kas)である。彼は混ざりもののある金を6乃至7

46 アハデイーは、マンサブダールとは異なりマンサブを授与されず、他の者の指揮下
になく、君主の会計から直接に俸給を受給していた軍人層である [Moosvi1987: 224J。
アハデイーについてAAは、帝国の軍事部門を扱う第2部で記述している [AA:11， 175， 
187J。またANにおいてアハディーは、定数120∞の直属騎兵(sawar-an-iba符ah)であ
り、「勇猛の戦場を単独で疾駆する者たち (y:はk油ーtaz司盈l-i‘'ar号油-yis油加at)Jと形容
されている [AN:11， 219J。自ら維持すべき配下集団を持たずに単独で奉職していたこ
とにより、マンサブダールと区別して、アハディー(単独兵)と呼ばれたものと考え
られる。ただしアハデイーのなかには、実質上軍人では決しであり得ない者たちも含
まれていた。例えば、書家のMirDun [MT: Ill， 227-229J、同じく書家の Wasfi[MT: 
Ill， 383Jなどである。 AAのこの箇所におけるアハディーも、その職務にかんがみれ
ば、実質上軍人ではありえない。 (M)
47 ダームの下位単位はジェータル (getal)である。「勘定にたずさわる人身は lダーム
を25に等分し、それをジェータルと名づけているJ[AA: 1， 27J。ただし、通貨として
のジ‘ェータルはデリー・スルターン朝時代には頻出するものの、ムガル帝国時代の史
料での用例は稀である。 (W)
48 本文の表現は、 f513125と25分の1/4ダーム」である o (W) 
49 本文の表現は、 f4と25分の21112ダームJである。 (W)
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マーシャーの重さで[分けて]6指尺(angust50)四方で薄板(waraq)にする。そ

れを純度の管理者のところに持っていく O 彼は銅製の型で寸法を測定する。そ

して適合したものには公正の打刻を施し、変造されないようにし、[その]処理

についてわかるようにする。彼の報酬 (ugrah)は上述の金の量[すなわちジャ

ラーリー貨 100枚]について421/3ダームである。

混ざりもののある金の精錬の規則

薄板が公正の打刻を施されたら、金の持ち主 (tud孟wand-izar)は純度の管理

者の指示により以下のような方法で合金から[金を]取り出す。上述の金の量

[すなわちジャラーリー貨100枚]について4スィール (sir51)の硝石、塩(ぬrah

50 [Hinz 1955Jによると、 Akbar時代のムガル帝国ではl指尺は2.032cmに相当し、 l
エル(腕尺)は41指尺であったが、 1647年にかつての「王の腕尺 (koniglicheElle) J 
は40指尺に規定しなおされたという [Hinz1955: 54J。一方Habibは、インドでは古来
指尺の長さについては規定がなく、 AAやムガル帝国の統治における指尺については、
せいぜい実際の指の幅を計測した平均値から大まかな目安が得られる程度であろうと

見ている [Habib1999: 409 J 0 AAによれば、「一部の人身はJ1指尺を「中くらいの大
麦の穂6つ分」の幅に相当するものとみなしていたという [AA:1， 295， 597J 0 (W) 
51 スィールは 1/40マンに相当する。ムガル帝国においては、スイールとマンは東部、

北西部の一部地域およびデカン地方を除き、ほぼ全領域で使われていた。 1スィールの

重量はAkbarの治世以前には18ダーム、または22ダームで換算されたが、治世初期に
は28ダームになっていた。しかし、 AAが書かれる少し前にAkbarは1スィール=30 
ダームに引き上げたという [Habib1999: 420-21; AA: 1， 284; 11， 60J 0 Gahanglrの時代
には、 lスィールは36ダームとされたことが知られている [Habib1999: 421] 0 Pelsa<巴rt
はこれについて、 Gahanglrは「重量、長さ、貨幣を父[の時代の基準]よりも20%引
き上げて大きくした」と述べており、基準の改定が重量に限るものではなかったこと
をイ云えている。そして、 1Slr -i AkbarI (achabari seer) = 30ダーム (peysen)(Pelsaert 
は当時の多くの記録者と同様にpeysenすなわちパイサー (paisa)をダーム、あるいは
半ダームの意で用いている。 24ダームで1オランダ・ポンドに相当する。) = 1 1/4オ
ランダ・ポンドであったのに対して、 1sIr-i Jahangln (ziangierie) = 36ダーム=1 Ijz 
オランダ・ポンドであったと記している。また、グジャラートでは重量、長さともに

より少なく換算されており、 lグジャラート・スィールはIjzsIr-i JahanglrIとされてい
たこと、すなわちlグジャラート・スィール=18ダーム=3/4オランダ・ポンドであった
ことを伝える [Pelsaert:275-276， 290J。なお、オランダ・ポンドは17世紀にはアムス
テルダム・ポンド (Amsterdamschpond)を基本としていた。当時の1オランダ・ボン
ドは494gに相当する [NK:LXXXIX; WNT:‘POND'J。その後、 SahGahanはさらに
スィールの換算基準を引き上げて、 1スィール=40ダームとした。 Habibによると、こ
の新しい換算基準がいつ導入されたものか正確にはわからないが、これに関して言及

した記述は、 1634年および35年のオランダとイギリスの東インド会社史料にまで遡れ
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namak)52と4スィールの日干し煉瓦の粉末を使う。はじめに、数枚 (tanakah-

ha) 53 [の薄板]をきれいな水で洗い、それからそれに[硝石、塩と日干し煉瓦

の粉末でできた先述の]薬を塗る。[合金と薬を]互い違いにして野っ原の牛

の糞(ヒンドの言葉 (zab如ーihindi) ではウプラー (uplah)<1， 17> (ハムザ

のダンマ、ベルシア語のパーのスクーン、ラームのファトゥハ、書かれただけ

のハー)という O 放し飼いの牛(号功ra'igaw)の乾燥させた糞のこと)でおお

う。その後で火をつけると、ゆっくりゆっくりと燃えて灰になる。[火が]おさ

まったら、[灰を]周囲から集めて取りおく。それをベルシア語では「純粋な士

(IJak-i IJil匂)J と言い、ヒンドの言葉では「塩もの (saloni)Jと呼ぶ。そこから

銀を取り出すが、その作業については[本書では]別途記されるであろう。数

枚[の薄板]は下の灰と一緒にそのままにして、さらに三度火をつけ、先の手

順 (a'in)を行う。三度火を通されると、それは「三回もの (sit日)J と呼ばれ

るという。 Awrangzibの時代には、その治世の最初の10年間に古いダーム銅貨はその

213の重さの硬貨に取って代わり、従来のダームを重さの基準としておくのは不適当に
なってしまった。そのため、スィールの水準を維持したままで、新しいダームの重さ

にあわせて両者の換算基準を整え、 1sIr-i 'AlamgIn = 43ダーム、さらには44ダームと
した [Habib1999: 421-422Jo (W) 
52 Blochmannはこの箇所でぬrabnamakをまとめて訳し、この薬には "4sers of salゅetre，
and 4 sers of brickdust of raw bricks"の2種類のものが使われるとしているが [AA
(Etr.): 20-21]、 surabnamakでまとめて硝石を意味すると見なす根拠は、現時点におい
てはない。『イスラム技術の歴史』では金の精製に関して、「金は天然では銀と混じっ

て産出するので、銀を除去するためにもう一つの精製処理一一セメンテーション

を受ける。この処理はタプフ (tabt)あるいはタスイード (tas'Id) と呼ばれる。ハマ
ダーニーによれば、金の薄板の聞に饗類、塩、粉砕した煉瓦の混合物から成るダワー

(dawa')と呼ばれるセメンテーション用混合物をはさみ込む。J[アルハサン 1999:303-
304Jと述べている。日本でも、近世には銀を含む金から金を精製するために「塩焼法」
と呼ばれる方法が用いられたことが知られている。これは、鉄盤上において石で押し
つぶした金塊と食塩を混合して土器に盛り、炉に入れて炭火で一昼夜焼き、さらに食

塩と混ぜて焼く工程を繰り返した後、湯で洗って塩分を溶かし去る方法とされる[山

名 1970:33J。タブフ(タスイード)、塩焼法ともに塩と銀を混合させて塩化銀とする
ことによって金を取り出すものである。前者で使われている饗類は塩化銀をつくるた
めの触媒としての働きをする。それはすなわち、酸素と饗類から生じた硫黄酸化物が、

塩と反応して塩素ガスを生成し (2NaCl+ S02 + O2→Na2S04 + Cl，)、その塩素と銀か
ら塩化銀が生ずる(Cl2+ 2Ag→2AgCllという反応であるo(W) 
53 底本ではこの語はTNGHAであるが、 Ms.A. Ms. BともにTNKHAと綴られている。
ここではこの語をtanakab-ha、すなわちtanakab(薄板)の複数形と読む。 (W)
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る。もう一度きれいな水で洗い、同じ薬をまぶして三度火をつけ、灰を取り除

く。このようにして六回薬にまぶし、十八回火をつける。それから洗う。[でき

たもののうちの】ひとつを純度の管理者は壊す。もし音が柔らかく快ければ完

成 (rasidagi)のしるしと分かるが、もし耳障りな音がするようならさらに一回

薬をまぶし、三回火をつける。 l枚[の薄板]を1マーシャーずつに切って薄

板をつくり、試金石で測定する。もし純金になっていなければ、さらに一、二

回火をつける。 I純金を得るというI目的が三、四回火を通すことで達せられる

こともしばしばであろう。

この状態 (rang)で、再び純度測定する。 2トールチャ (tδlcah54)の純金を

取ってきて、また火を入れたばかりの金から2トールチャを取り、両方から同

じ重さの板をそれぞれ二十ずつ作り、薬を同じように塗って火を入れ、その後

洗って規格にそった秤 (tarazu-yi‘adl)にかける。双方が同じ[重さ】であっ

たなら、[純金の]純度に達したしるしである。

第十は地金の融解人 (gudaz-gar-iputtah)である。彼は純金にされた薄板の

金を溶かし、前述のやり方で鋳塊を作る。彼の手間賃 (dast-rang)は前述の金

の量【100ジャラーリー貨]について3ダームである。

第十ーは打切り人 (daη油)である。彼は自らの洞察の力によって、金、銀、

銅の鋳塊を、貨幣の分量の無地の金 (mutallisat)にする。賃金 (muzduri)は

前述の金について211/20ダームである。また、前述の銀の量 [1000ルピー】に

ついて、もしルピー貨のための無地の金を作るなら537/20ダームである。 [Jレ

ピー貨の)1/4 [の重さ]から作る銀の小貨幣 (rizagi)のための無地の金なら

28ダーム増やす。[銅については)1000ダームにつき20ダームを賃金として取

る。 1/2ないし1/4ダームについては[1000ダームにつき)25ダームであり、ダ

ムリー (damh-55)と呼ばれる 1/8[ダーム]については、 69ダームである。イー

M トーラー(tola)の名称が一般的。 12マーシャーに相当し、 Hinzによると 12.0504g
[Hinz 1955: 34Jo (N) 
55 [Platts 1884 Jによると 1/4ないし1/8パイサー(約3ダーム)0(N) 
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ラーンやトゥーラーンでは、規格にそった鉄床 (sindan-i‘adI)なしでは無地の

金を切り出すことはできない。しかし、ヒンドの熟練の者たちは、それなしで

髪の毛ほどの違いもないような仕事をやってのける。これはたいへん驚くべき

ことであろう。

第十二は型彫り人 (muhr-kan)である。貨幣の意匠 (naqs) を、鉄やそれに

類したものに書き、それによって金銭が<1，18>意匠を持つ。【この職にあるの

は1今日はマウラーナー・アリー・アフマド・デイフラウイ一回である。どの地

域(iqlIm)でも、彼ほどの出来を示す者はいないであろう。彼は、各種の書体

を、卓越した書道家の[紙の上に書かれた】節と閉じ様に、鉄の上に書く。彼

は百人長 (yUzbas)の列に連なっており、彼の下の二人の歩兵が貨幣打刻所に

いる。彼等二人にはそれぞれ600ダームが月給となる57

第十三は打刻人 (sikkah・ci)である。無地の金を二つの型 (sikkah)の聞に

置き、金槌師 (putk:ーとi)の力によって両面に意匠を打ち付ける。賃金は前述の

量の金[100ジヤラーリー貨]について12/25ダーム、銀 [1000ルピー]につい

ては519/50ダームである。銀の小貨幣に対しては、 1∞0ルピー{の重さの銀】
につき 13/25ダーム増やす。 1000ダームに対しては3ダームが彼の賃金である。

1/2ダーム貨2000枚と、 1/4ダーム貨4000枚については、33/4ダームである。 1/8

ダーム貨8∞0枚については、 101/2ダームである。打刻人は自らの手間賃の1/6
を金槌師に与え、[金槌師には]別途定められているものはない。

第十四は、融解職人 (sabbak)である。精製された銀を円板にする。同量 [Jレ

ピー1000枚分1の銀に対して[手当として)54ダームをとる。

銀の精錬 (palayis)。【精錬前の】銀は、鉛、錫 (gast)、銅と混ざり合ってい

56 Mawlana‘Ali AJ.imad Dihlawi.父l;IusaynNaqSi DihlawIもこの職にあり、また王子
Sallmの師 (ustad)でもあった[Mf:III， 349; JNt: 97]。彼自身は、貨幣の型の作成の
ほか、イラーヒー暦40年には公文書 (sanad)に押される玉璽を彫っている [AA:1， 23， 
48; AN: III， 612] 0 MTではNisanI、TAではNisanを号とする詩人として紹介されてい
る[Mf:III， 349-356; TA: 11， 510] 0 (N) 
57 貨幣打刻所の職員21種類のうち、報酬が月給として説明されているのはこの例のみ
である。 (N)
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る。イーラーンやトゥーラーンでは、これの完全な純度も「階級十」と呼ばれ

ている。ヒンドの両替人たちは「等級二十J(bist biswah)と呼んでいる。混合

の程度に応じて等級はそれから下がっていくが、[ピスワ二十等級のうちの】五

を超え[て下がることは】ない。十よりも小さいものは、考慮の対象にはなら

ないのである。

見識ある検査官たちは、混合物の色 (rang)によって成分の多さを検知でき

る。またやすりをかけたり、穴をあけたりすることによって、内部を確認する。

また火であぶったり、水に沈めたりもして、純度を割り出すのである。黒みが

かっている場合には鉛が、赤みがかっている場合には銅が、灰白色がかかって

いる場合には錫(而J:!.-itutiya)が、白みがかっている場合には銀が多いのであ

る。

純銀を作るための規則は次の通りである。溝を掘り、野の牛の糞の灰を一定

量入れる。その後、ムギーラーン樹鴎の灰で[火床を】ととのえる。そして湿

らせて、皿状に整形して、【精錬すべき】混合物をその中に広げる。そしてその

量に応じて、鉛が加えられる。最初にその4分のlをその上に置き、炭を混ぜ込

み、ふいごでω吹いて、融解させる。この作業を四回にわたって行う。精製さ

れたことのしるしは、融解物が光沢を帯びることであり、その末端から凝固し

始めることである。 <1，19>[凝固が】半ばまで済んだら、数滴の水を振りかけ

る。するとまるで雄羊の角のように、炎が高く上がる。円板にすると、それは

所定の純度 (kamal-i‘iyar)に達している。もしこの円板を再び融解させれば、

58 アカシア属の樹木の名であり、アカシア樹脂(アラピアゴム)を産する。同じ樹木
をヒンディー語では babul(babü~ babu腸)という。木材は、車輪、農具、テント留め
杭などの素材として用いられる一方、その樹皮は強力な収数剤であり、皮なめしに用
いられる[到atts1884: 130国J.なお後出する箇所 [AA:1， 77Jでは、サトウキピから酒
を製する際にムギーラーン樹の樹皮を用いることが記されているが、 [Yule& Bumell 
1903: 44bJには黒砂糖とムギーラーン樹の樹皮を交ぜて蒸留酒を製する例が百evenot
の旅行記から引用されている。 (M)
59 底本ではRWHAMHとある一方、写本はいずれもRWBAHHと作り [Ms.A: llr/lO; 
Ms. B: 21v/13J、L剥 mau刊本はくBRWDMAMH>とする [23頁7行目]が、いずれ
の語形も辞書には見いだせない。ここでは底本の注に従い [AA:1， 18， n. 7J rふいご」
と解した。 (M)
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lトールチャあたり 1/2スルフが燃焼し、 100トールチヤあたり 6マーシャー 2

スルフが減ることになるω。そしてその灰は、鉛と銀との混合により、浮きかす

のごとくになる O これをヒンド語ではカラル (kharal) (ファトゥハのカーフ、

隠れたハ一、ファトゥハのラー、そしてラーム)といい、ベルシア語では古か

ね (kuhnah) という。その作業は別に述べるつもりである O

打切り人 (da汀油)が無地の金(かね)を切り出す前に、所定の純度に達した

100トールチャのうち 5マーシャー5スルフが王の所有に帰する。その後で、精

製された円板に純度の管理者が公正の打刻を施して、変造されないようにする。

昔は銀の純度を測るためにも、純度計測 (banwari) が行われていたが、今

日、この検知法によってはそれ[純度計測]は行われていない。

イラークやホラーサーンで流通しているシャーヒー貨(泊hi)61、あるいは

ω この記事によると、 8スルフが lマーシャーに等しいことになる。この対応について
は [AA:1， 15J (本稿97頁)を、またスルフとマーシャーの関係についてなお検討を要

することについては注43を見よ。 (M)
61 sahI貨とは、サファヴイ一朝時代およびその後のイラン地域において流通した銀
貨である。その名称は、百.murが1390年に、当時のデリー・スルターン朝のtangah

(1O.76g)の半分の重さのtangah-yinuqrah (重量5.38g)を導入したときに遡る。 tangah-
yi nuqrahの重量は、 SahRubの治世に1mi!qal (当時は4.72g)に減らされ、これは一般

にsahrubI貨と呼ばれたo Sah Rubの死(1449)後、イランにおいては貨幣の質が急速
に下がっていたが、サファヴイー朝のお.h1sm抗11世(位1501-24)は、即位後に貨幣

制度を改め、重量がそれぞれ1、2、4ミスカールの3種類の主要な銀貨を発行した。サ
ファヴィ一朝初期のこれらの3種類の銀貨のうち、どれが漏出貨であるかについては議
論があり、 Fragnerはlミスカールのもの、すなわち組1rubI貨と同じ重さのものがsahI

貨であるとするが、 RabinoやFarahbakhshは重量2ミスカールのものがsahI貨であると

する O ただし、 Tahmasp(位1524-76)時代については、このような異論は見られず、一

般に1sahI貨は112ミスカールの重量と、 50ディーナール分の価値があるものと見なさ
れている。なお、サファヴイ一朝時代の貨幣制度はトゥーマーンを基準とし、 lトゥー
マーンは銀10，000デイーナール柑当の重さと定められていたので、 Tahmasp時代につ
いては、 200sahIがlトゥーマーンに相当したことになる [Darley-Doran(E12) :盟副;

Dar1ey-Doran (E12): ~afawids， VI. NumismaticsJ。
sahI貨のサファヴィー朝下における価値は、歴代君主の政策や金銀相場の変動の影

響を受けて、時期によって異なっていた。 Hinzによると、純金Ig= 2βl金マルクとし

て換算すると、 Tahm亘spの治世の後半 (1550年以降)には1sahI貨の価値は0.67金マル
クであったが、 Sah1sma'TI 2世(位1576-78)の下で行われた貨幣改革において、銀1ミ

スカールが80デイーナールと定められたことにより、 (112ミスカールの重量と定めら
れていた)ぬhI貨の価値も 0.81金マルクに上がった。しかし、その後、白hMuhammad 
写ud亘bandah(位1578-87)が銀lミスカールをTahmasp時代と同じく 100ディーナール
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トゥーラーンで流通しているラーリー貨(諸国62やミスカーリー貨 (mi!qalf3)

と定め直したため、 1sahi貨の価値は0.645金マルクとなった。なお、 Tahmaspの治世
に導入された、 sahi貨2枚分、すなわちlミスカールの重量と l∞デイーナール相当の
価値を持つ銀貨は、このとき君主の名にちなんでmuhammadi貨と名づけられたとい
うo'Abbas 1世の治世(位1587-1629)においては、 1593年頃に新たに‘abbasi貨と呼ば
れる2∞デイーナール、すなわちE油I貨4枚分の価値を持つ銀貨が登場し、これは1622

年頃までは安定した価値 (2金マルクに相当)を保った (sahi貨5枚分以上の価値を持
つ硬貨は、特にノウルーズの祝祭期間中に君主が配るために鋳造されたが、これらは

通常、すぐに職人の手に渡され、個人的な装飾品に作りかえられた)。同じ頃のsahi貨
の価値は0.5金マルクであった。しかし、 1622年頃に金銀相場が10: 1から12:1へと
変動したため、 E油I貨の価値もこれに伴って0.4082金マルクに下がった。イランにお
ける銀の価値はその後も下がり続け、サファヴイー朝末期の1718年にはlトゥーマー
ンの価値は66.67金マルクであったという [Hinz1969; Darley-Doran (EI2): 1:)afawids， 
VI. NumismaticsJ。これに基づくと、当時の通貨相互の換算率は、 1トゥーマーン=100
muhammadi、1muhammadi = 2 S油Tであるから、 1718年のsahi貨の価値は0.33335金マ
ルクとなり、 Tahmasp治世後半の半分ほどに下がっていたことになる。
なお、イランの貨幣制度の影響を受けて銀貨にsahrubiの短縮形としてのsahiという
名が使われたムガル帝国時代の直前および初期のインドでは、 sahi貨は112tangah、な
いしは1ミスカール程度の重量であった [Darley-Dor.組 (EI2):血油1Jo(W) 
62 lan貨は16-17世紀にペルシア湾およびインド洋で流通した銀貨で、その名称は最
初にこれが造られたイラン南部の都市Larの名にちなむとされる。インド洋における
la百貨の市場は、ヨーロッパからの銀の流入の結果、大きく拡大して、 lan貨は16世紀
後半のHurmuz、サファヴイ一朝下のSiraz、オスマン朝下のB勾r油で発行された。イ
ンドではアーデイル・シャーヒ一朝などが17世紀にla百貨を発行し、モルデイヴでは
17世紀初頭に独自のlan貨が造られた。スリランカではポルトガル商人もまた加T貨を

発行した [Allan(EI2): Larin; Haider 1996: 304Jo 
lan貨は16世紀のペルシア湾地域における標準貨幣のひとつであり、両面に刻印が

施された、細長い長方形(棒状)の銀(純度98%)を折り曲げた独特の形状を持って
いた。 Hinzによると、 16世紀前半のlan貨の重量は5.1gであったが、 1554年以降のlan
貨は0.3g減少し、 4.8gになった。また、 lari貨の価値は、 16世紀前半にはほぼ安定して
おり、純金19= 2.81金マルク (1金マルクはl金シリングに、また0.81金マルクはl金
フランに相当)として換算すると、 1lan = l.67金マルク前後に相当した。重量の減ら
された1554年のものは、 llari= l.43金マルクであったが、 17世紀に入ると、金銀相場
の変動の影響を受け、lari貨の価値は次第に低くなっていった。 16∞年以降1616年まで
の記録によれば、 llanの価値は概ねl.25金マルク前後に換算されるが、サファヴイ一
朝によって征服された後の1627年にLarに滞在したHerbertの報告に基づくと、 llan
= l.05金マルクとなる。さらに、羽田年頃のTavemierの情報によれば、 llan= 0.96金
マルク相当の価値にまで下がっていたことがわかる。その後もla百貨の価値は低下し続
け、その相場に関する最後の情報となる 1711年のLockyerの記録に基づけば、 l加τ=
0.79金マルクであったという [Hinz1971]。なお、Linschotenは、 16世紀末のインド洋
西海域でla百貨が広く流通している様子や、 Goaにおけるla百貨の鞘取引について伝え
ている [Linschoten:1， 36，139-140; 11， 14Jo (W) 
旬 以下、 Hodivalaの考証に補足して記す [Hodivala1923: 1-IOJ 0 mi!qali貨について
は、 Qandaharに関するAAの記事に見え、それによると 1mi!qaliは1babunに等しく、
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の銀 100トールチャのうち[精製によって]3トールチャ 1スルフが滅失す

れば、またファラングやルームのナールジール貨 (narg司臼)だとか、グジャ

ラートやマールワーのマフムーデイー貨 (mahmudi65) やムザッファリー貨

かっ 2/5ルピーに等しいという [AA:11， 588J。またAAはKa加lに関する記事の中で、
Babur Namahの記事に見える80万sah-rutiという金額が32万ルピーに等しいと述べて
いる [AA:1， 594 J (当該箇所でAAのテキストは 1200万Jbist lakhとあるが、これは
写本の異読によって 180万Jhast lakhと正せる (Ms.A: 293r; Ms. B: 265r)。またBab昨
Namahの当該箇所は [BN:217J)0 Kabulに関するこの記事は、 1sahrutiが2/5ルピーで
あることを意味するので、以上二つの情報を総合すると 1mi!qali = 1 bab旧ri= 1 sahruti 

との等式を得られる。このように1mi!qaliが1sahruti (ないし副lruti)に等しいこと

は、注61の通り、テイムール朝の貨幣制度に従うものである。それゆえこの等式は、

mi!qali貨がトゥーラーン(中央アジア)で流通している、という本書の記事に整合す
るものと理解できる O ただし本書が伝えるとおり、 16世紀前半以降、 Qandaharがムガ
ル帝国、サファヴイ一朝、シャイバーニ一朝、そしてアルグン家の係争地であったこと

を考えると、 16世紀末の同地でmi阻剖T貨が流通していた事実は、同地がなお中央アジ
アの通貨圏にあったことを示す材料として、注意に値する O また1540年代初頭のSind

地方でも mi!qali貨が流通していた事実は [TS:171， 179J、当初Qandaharに拠点を築き、
その後Sind地方に移ったアルグン家の動向を反映するものと見なせよう o(M) 

64 1ココ榔子Jを意味するこの貨幣の詳細は不明である。 (M)
65 maりmud置は、ムガル帝国以前のGugarat地方でもっとも卓越していた銀貨であり、そ
の重量は88grains (おおよそ5目7グラム)。この銀貨の名は、これを初めて発行したアフ

マド・シャーヒ一朝君主S凶tanMahmud (位1458-1511)に由来する [Haider2003: 134J。
mahmudiは、 16世紀初頭のポルトガル語史料にすでに在証できる。 15日年までに絶

筆に終わった印刷Orientalは、Gugarat地方 (Reinode Cambaia)の銀貨としてmahmudi
(mastamud巴)およびmadaforxa(muzaffariのことか。注66参照)に言及している [Pi陀 s:

348Joまたmahmudiは、同地方がムガル帝国に併合された1572年以降も帝国の銀貨ル
ピーに伍して流通し続けた。それゆえmahmudiは、ムガル帝国において在来の地域的

な通貨が長らく存続した特異な例である。

H剖derによると、 G唱garatではムガル帝国への併合までにmめmudiには3つの地域的
ヴァリエイションが生じていたという O 第lは Baroda，Broachの周辺(港市Suratを含

む)で流通していたもの、第2はGugarat地方南部のBaglana地方(今日のマハーラー

シュトラ州北西部にある城砦SalherおよびMulherがその中心地)で流通していたも
の、第3はKach地方(その中心地はNawanagarおよびBhug)で流通していたもの。首
邑Ahmadabad周辺で流通していたのはこの第3に属するmahm白血である O
Ahmadab剖は1572年以降、ムガル帝国のルピー貨幣制度にしだいに統合されていっ

た。とりわけ、旧貨幣の改鋳令 (1592年)[MT: 11， 380Jによって在来通貨のルピー
への転換が加速したことは、 Ahmadab剖造幣所発行のルピー硬貨がその時期以降に

急増することから裏付けられる O これに対して、港市Suratにおいては1610年代まで

mahmudiが優勢を保った。その原因は、 Ahmadabadによるルピーの供給が需要を満た

していなかったこと、 Suratの銀貨がBaglana地方から供給されたm幼mudiでーあったこ
とであるoBaglana地方の領主PratapS油はムガル帝国に服属する立場にありながら、
mahmudiを発行することを認められていた(但しその刻銘は帝国君主の名を帯びる)0 
Suratにおいてルピーが優勢になるのは、同地にムガル帝国の造幣所が設置された162ゆ
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(muzaffa丘町だとか[の銀]の同じ [100トールチャの]量のうち 13トールチャ

61/2マーシャーが滅失すれば、大王陛下の銀の純度に等しくなる。

第十五は、円板鍛造人である。精製された銀を熱し、鉛の臭いが残らぬよう

叩く。その労賃は、前記の量の銀に対して、 41/2ダームである。

第十六は試金係(とasni-gir) である。精錬された金と銀を試験して、純粋さ

(pakI)の判定をする。 2トールチヤの金を取り出し8枚の薄板を作り、先の規則

にしたがって薬を塗り、火にかける。風に当て[て薬を吹き飛ばさ]ないよう

にし、それから洗って融解させる。もし減少していなければ、それの等級がわ

年以降のことである。同地に銀を誘導するムガル帝国の政策(他所への銀移出禁止、

スーラト造幣所の低廉な手数料)に支えられたルピーがその後mahmudiを凌駕したこ

とは、 1619年発行のものを最後に、 Suratのmahmudiが見られなくなることと期をーに
している。以上がHaiderの議論で、ある [Haider2003 J。

ただしHabibが指摘するとおり、それ以降17世紀後半までmahmudiは史料に現れる

ので、市場の通貨としても帳簿上の単位としても、 Suratの経済から完全に駆逐された

わけではない [Habib1999: 435-436， note 18J。それゆえmahmudiのSuratにおける消滅
の時期や経緯についてはなお不明で、ある。またHaiderがSuratへの供給源として挙げる
Baglana地方に銀が流入していた背景についても追究すべき余地がある。

なおmahmudiとルピーとの換算比率については、 16世紀末に成立したペルシア語史

料に、 18万mahmudiを7万5千ルピーとする記事があるので、 lmahm白di= 5/)2ルピー
との等式を導ける [TG:27J。一方Habibによれば、初期の英国商務員は1mahmudi = 
215 )レピーと見なしており、その後1636年には1mahmudl = 4/9ルピーという新しい比
率が確認できるという [Habib1999: 436， note 18J 0 (M) 
66 Habibによれば、 mu:(:affarlはムカ、ル帝国以前のMalwah地方で、流通していた銀貨であ

る [Habib1999: 435J。またHasanによると、 Malwah地方のmu:(:affariは1580年代にル

ピーに置換されたという [Hasan1995: 344J。ただしmu:(:affanがMalwah地方のみな
らずGugarat地方で、も流通していたこと、またそれが17世紀初頭においても通用して

いたことは、以下のごとく、複数のペルシア語史料によって確認できる。 16ll年から
1613年に成立したMir'iit-iSikandarfの著者は、自らの父が1554年、アフマド・シャー
ヒ一朝とファールーキー朝との外交交渉に関与して、後者の君主から 12.000mu平affarl

を恵与されたと伝える [MS:397J。またAsadBIg Qazwlnlは、 1614年から 1627年まで
の間に著した回想録の中で、 1603年から 1604年にかけてAkbarの使節としてデカンを

往復したさい、 u説aynで同地の総督から5000mu:(:affari、Burhanpurでは同地の総督か
ら10000mu:(:affariを恵与された一方、Manduでは1000muzaffanを救貧のために寄進し
たと伝えている [AAB:16r， 32r， 33vJoさらにSurat由来の公文書からなるインシャ一
史料(いわゆる SuratDocuments)に収録された、 1603年作成の文書にも、 mu:(:affanの

用例が見える [SD:79vJ。
一方16世紀初頭のポルトガル語史料にはGugar街地方の銀貨として、 madaforxa

[Pires: 348Jあるいは madrafaxa[Lembranca: 38Jが在証できるが、 'mu:(:affarsahl'と
復元できるこの銀貨が、 mu:(:affanに同じである可能性もある。 (M)
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かる。純度の管理者 (tudawand-i‘iyar)は試金石に[線を]51いてみて、自分

自身にも他の人々にも得心の行くようにする。例の量[すなわちジャラーリー

貨100枚の試金作業]について、 110/25ダームの賃金を取る O 銀については、 l

トールチャを同量の鉛とともに骨製の埼塙の中で融解させる。すべての鉛が燃

えるように火にかける O それに水をかけて、そこから鉛の臭いが消えるまで叩

く。[それを]新しい柑桶の中で融解させ、{重量を}測定する。もしも3ピリ

ンジ (biring67)少なくなっていれば、十分精錬されている (rasidagi)しるしで

あるが、もしそうでなければその等級に達するように再度融解させる。例の量

[すなわちルピー貨1000枚の試金作業]について、 39/50ダームωの手間賃を取

る。

第十七は金銀分離係 (niyariyah)(ヌーンのカスラ、下双点付きのヤ一、アリ

フ、ラーのカスラ、下双点付きのヤーのファトゥハ、書かれただけのハー)であ

る。「純粋な土 (tak-i þilã~) Jを集めて、 2スィールずつ洗う。金は重いので <1，

20>ー箇所に溜まる性質がある o I洗った土」のことをヒンドの言葉ではクク

ラー (kukrah)(最初のカーブにダンマ、第二のカーフにスクーン、ラーのフア

トゥハ、書かれただけのハー)という。それも金の混合したものであり、[次

の段落で]述べられる別の作業によってそのいのから金を取り出す]工程は

完了する。沈殿した混ざり物に水銀を混ぜてもみ合わせる。 Iスィールにつき

6マーシャーの水銀が利用される O 水銀は親和力によって (bi-gagb-imaりabbat)

金を自分のところに引き寄せるのである O それをガラス瓶に入れて、金を火で

分離させる目。その量の「土」につき金202/25ダームが取り出される。

ククラーの作業。その量[のククラー]にプンハル (punhar) (ベルシア語の

ノfーのダンマ、ヌーンのスターン、ハーのファトゥハ、下双点付きのヤー)を

67 本書執筆の当時、 lスルフ=3ピリンジと換算されていた [AA:1， 27-28J 0 (W) 
68 本文の表現は、 13と25分の4112ダーム」である o (w) 
ω 水銀アマルガム法による金の精錬について述べた筒所である。鉱山で商業規模で使
われたアマルガム法について、 BIrunIが以下のように伝えているという。「金鉱石を粉
砕した後、石を洗い流し、金と水銀を結合させて、革のはぎれで圧搾して革の孔から
水銀をにじみ出させる。残った水銀は火でとばすJ[アルハサン 1999:303J 0 (W) 
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混ぜる。また、ラスィー (rasi) (ラーのファトゥハ、スィーンのカスラ、下双

点付きのヤーのスクーン)を牛糞に混ぜ込む。前者の混合物を粉末にして、後

者の混合物に加える O それで、2スイールの小玉を作り、布裂の上で乾かす。

プンハルの作業。ムギーラーン樹の灰でできた講を用意し、 lマン (man初)の

70 マンは前近代の西アジアから南アジアにかけて広く使われた重量単位であるが、そ

の重量は地域や時代によって様々に異なっていた。近世南アジアではムガル帝国にお

いて、マンはスィールとともに一部地域を除く領内で公定の重量単位として利用され

たことが知られる O ムガル帝国領内で使われた様々なマンについては、 Habibの詳細な
分析があるが、帝国領外におけるマンの利用や重量、あるいはその変動に関しては未

だ不明な点が多い。以下では、ムガル帝国領内に関するHabibの見解に加えて、沿岸部
を中心とする帝国領外のマンについてもオランダ語史料等に基づいて記す。

ムガル帝国領内においては、 Akbar時代にスィールとダームとの換算基準が変更さ

れたことに伴って、マンとダームの換算基準も引き上げられた。すなわち、治世初期

にはlスイールニ 28ダームであったので、 lマンすなわち40スイールは1120ダームで

あったが、 1スィール=30ダームとされたことによって、 lマン (man-iAkbari)は1200

ダームに換算されるようになった。 Gahangirの時代には、彼が即位にあたってlスィー

ル=36ダームとする新しい換算基準を導入し、これを基にした新たなマン (man-i

Gahangin)が設定された。その後、 SahGahanがさらにスィールの換算基準を引き上げ

て、 1スィール=40ダーム、 Iマン=1600ダームとなった。注目も参照 [Habib1999: 

420-422J。
Habibによると、 man-iAkbariはムガル帝国の中心地域の市場ではほぼ唯一の普遍

的な重量単位となっていた。 man-iGah孟nginの導入によってm組一iAkbanの独占的な
地位は失われたが、その後も長い間Agrahの市場においてman-iAkbanは広く使われ

続けていた。例えば、藍の取引では1670年代まで'man-iAkbariが用いられていたとい

う [Habib1999: 423-424J 0 1620年代半ばのPe1saertの記述では、 man-iGahanginと
man-i Akbanが併用されていたことについて、「このくに口七インドあるいはムガル帝

国領]で取引する際のあらゆる重量や長さ (ellen)は二通りある。 achabari[AkbariJと

zianghieri巴[GahangiriJである」と伝えられる。また、それはGahangirがAkbar時代よ
りも「すべての重量、長さ、硬貨を20%高く(つまり)大きくしたJためであり、し
たがってlマンはAkbar時代には50オランダ・ポンド(約24.7kg)だったが、 Gahangir
時代には60オランダ・ポンド(約29.6kg)になったとも記されている [Pe1saert:275J。
一方、地方の市場においてはムガル帝国中心部とは異なるさまざまな基準に基づく

マンおよびスィールが使われた。 Patnahでは、イギリス東インド会社 (EIC)の1620

年の報告によると、 lスィール=341jzダーム、または331jzダームに換算されたとい

うが、 Habibはこのようなダームに対する(公定のman-iGahang田と比べて)低い換
算比率は、当時の特定の貿易における売り手の裁量によるものだったのではないかと

見ている。一方、 1632年にここを訪れたMundyは、当地ではlスィール=37ダームを

基準とするマンが使われていると述べる。 man-iGahangin'立、 man-iSahgahani導入後
の1661年においてもまだ通用していたが、その後10年のうちにはman-iSahgahaniが
使われるようになった。それはlスィール=42ダームで換算されていたという [Habib

1999: 424-425J。
ベンガルについてHabibは以下のように述べる。 man-iAkbanが使われていたか否

ハU
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かは不明だが、 man-iGahangiriの使用については、 1630年代半ばのEICの史料に見ら

れる事例に始まり、何度も確認することができる O 後者は1657年までは使われていた

ようだが、 man-iSahgahaniがバラソールにおいて綿糸の取引に使われた例が1659年の

EIC史料に見られる。 Awrangzib時代後期のベルシア語史料によれば、ベンガルおよび

オリッサではman-iGahangiriが使われたといわれているが、これは綿糸の取引にのみ

限られたのではないかと考えられる O 実際に、これより後の時代のEICの史料によれ

ば、ベンガルでは市場ごとのマンの差異はあまりなく、概ねman-iSahgahaniに基づい

ていたようである [Habib1999: 425-426J 0 このHabibの議論をオランダ東インド会社

(VOC)史料の事仔肋、ら補足すると以下の通りである o 1650年にはベンガルで日本産の

棒鋼 (staefcoper)がlマン=68オランダ・ポンド(約33.5kg)で売られていたとされる
が、これはその重量から、公定のman-iSahgahani (約33.5kg)を意味すると思われる。

また、以後17世紀末まで、ベンガルにおけるオランダの取引は、胡搬やクローブ、メー

ス、ナツメグ、シナモンのスパイス類、硝石や棚砂などの品物のいずれについても、概

ね1マン=68オランダ・ポンドを基準として行われていたことが確認される [GM:11， 
412 GM: III， 54， 366， 548-49; GM: IV， 182，256，288，566，696，812，813; GM: V， 365-366， 

476-477J。したがって、ベンガルでは1650年代に使われ始めたman-iSahgahaniが、そ

の後17世紀末まで広く使われ続けていたことになる O なお、再び日abibによれば、ベ

ンガルにおいては特に穀物の取引でマンに大きな変動が見られたという。すなわち、こ

の取引ではlスィール=40ダームを基準とするマンが使われ続けた結果、時代が下る
につれてダームの価値が下がると、マンの価値は実際の重量に対しでも公定のマンの

重量に対しでも下がることになったのである。もっとも、ベンガルおよびオリッサで

は食用穀物の取引に際しては、この地方独自の容積単位である gauni(1箆」の意)が

使われていたことには注意を要する [Habib1999: 426J。

Lahawrの重量単位については殆ど情報がないが、 Sindについては、 1630年代半ばの

藍の取引の際に、 Thattahでは既にman-iSahgahaniが使われていたのに対して、未だ

man-i Gahanginが利用されていた。とはいえ、やがてはman-iSahgahaniが支配的にな

り、 17世紀末にはSind全域で使われるようになっていた。また、この地方の重量単位

としてのハルワール (tarwar) (1ロパの荷Jの意)も同時に存在しており、 lハルワー
ルは1634年の時点で9乃至10man-i Gahangiriに相当し、食用穀物の計量に使われてい

たことが知られている [Habib1999: 426-427J。

一方、 Kasmirではマンは使われず、専らハルワールが利用されていた。 Akbar時代

のKasmirで、は、 lハルワール=3マン8スィールであった [Habib1999: 427-428J。

Habibによるとムカ、ル領デカンでは、 man-iAkbariが長く使われたようである。

163617年の公文書でも (man-iGah亘ngiriではなく)man-i AkbariとmanーiSahgahaniが
併用されていたという。ただし、 1638年頃にはman-iSahgahaniがより広く利用された

例があり、 Awrangzib治世初期においても man-iSahgahaniが使われた例が見出される

[Habib 1999: 428J 0 

Gugaratで広く用いられたマンは、おそらくこの地方独自のもので、公定重量の半分

の換算比率であった。すなわち、 17世紀初めにはman-iAkbariの半分に相当するマン

が使われていたが、やがて公定のman-iGahangiriの半分、つまり Iスィール=18ダー

ムの換算基準に基づくマンへと移行した。この地方における man-iSahgahaniの導入は

遅くとも 1634年にまで遡れるが、これは1スィール=20ダームとされるので、公定の

man-i Sahgahaniの半分になる。 Gugaratでは、以後18世紀初頭までこのマンが使われ続

けたらしい [Habib1999: 428-430J 0 なお、 1609年のEIC史料は、当時のSuratのマン
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鉛につき灰の深さが6指尺になるようにする。その底を平らにして、鉛を入れ

る。炭で埋めて融解させる。それから炭を取り除き、模のついた (tar-bastah)

2枚の泥の板を据え、ふいごの側は閉じて、反対側を開けておく。レンガで覆っ

て、灰が鉛を取り込むようにする。そのレンガを時々持ち上げて、鉛の状態が

わかるようにする。その量の鉛に、 4マーシャーの銀が灰に混じって含まれて

いる。灰を水で冷やす。それがプンハルと呼ばれる。その【1マンの]量の鉛

のうち2スィールが燃えて、灰によって4スィール増える。その重さはlマンと

2スィールになる。

ラスィーとは、明馨 (astar) と硝石 (surah-tak)で作った強水71である。

には27常衡ポンド(約12.25kg)の重量の「小さなマン (smallmaund) Jと32.5常衡ポ
ンド(約14.7kg)の「大きな」マンがあったことを伝える [LREIC:1， 34J。これらはそ
れぞれman-iAkbanの半分とman-iGahanginの半分にほぼ相当し、この時期には両者
が併用されていたらしいことがわかる。その後、 1612年にはマンの重量は32ポンド15

オンスであると伝えられ、以後は概ね32乃至33常衡ポンドと記述されている [L阻 IC:
1， 241， 11， 214， 238， I1I， 11]。したがって、 Gugaratのマンは1610年前後にman-iAkbari 
の半分からman-iOahanginの半分へと移行したものと推察できる。また、 1610年代の
VOC史料に見えるグジャラートのマンの重量に関する記述としては、例えば、 lマン=
30オランダ・ポンド(約14.8kg)であると伝える 1615年10月22日付けのRemonstrantie
カfある [Terpstra1918: 216J。
また、 Gug紅白およびベンガルを除くインド沿岸部においては、同じ基準のマンが使

われていたらしい。 Visnichの日誌 (1620年代前半)によれば、 rGoa. Dabull. Schiau1. 
Cotchijnのような大部分の場所と Cormandell海岸において」用いられる「インド沿岸部
のマンJは約24オランダ・ポンド(約11.9kg)に相当したという [Terps甘a1918: 286J。
16ω年から 14年までMasulipatnamのオランダ商館に勤務したSchorerの記述による
と、その時期のコロマンデル海岸の諸港では、北部のクトゥブ・シャーヒ一朝領内で
も中南部のヴイジャヤナガル王国あるいはナーヤカ政権の領内でも、 lマン=約23-25
オランダ・ポンド(約11.4-12.4kg)であったという [RG:89J。同時代のヨーロッパ語
史料によれば、この「インド沿岸部のマン」は17世紀を通じであまり変動しなかった
らしいことがうかがえる。例えばVOC史料からは、 1660年のコロマンデル海岸北部の
Pa1akollu、1681年のマラバール海岸において、いずれも lマン=24オランダ・ポンド
であったという記述 [GM:I1I， 339; IV， 460Jや、 lマン=25オランダ・ポンドである
とする、 1664年のマラバールでの記録 [NK:19Jが見出されるoBowreyの記述でも、
1670年代頃のコロマンデル海岸において、 lマン=25常衡ポンド(約11.3kg)であった
と伝えている [Bowrey:116Jo (W) 
71 百z-ab.強水とは硝酸 (aquafortis; nitric acid)のこと。明磐と饗類と硝石を混ぜて蒸
留することによって作られていた[アルハサン 1999:196ー197J0 Dakhodaはasbarを「カ
リ」あるいは「黒明葬jとしており、強水の生産方法と併せて、 as加rを「明饗」と解
釈した。 (N)
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プンハルとラスィーの説明が述べられたので、元の話に戻り、ククラーの作

業[の説明]を終わらせよう。

二つの関口部が狭く、胴体が広い窯のような炉 (kurah-itanur-war)を、1.5ガ

ズ (gaz)72の高さで作る。[炉の]底の方には一つ穴があり、別に溝を作る。そ

の炉を、指四本分を残して炭で一杯にして、二つのふいごで73火を起こす。[炉

が]熱されたら、件の小玉[ククラー]を一つずつ崩してその熱された場所に

ばらまき、それを融かす。すると、金、銀、銅と鉛がその穴から溝に流れ出す。

その残存物 (zawa'id)を取り出して細かくして洗うと、鉛が分離する。[鉛が分

離した後の]その元の土をーカ所に集めておく。それからも、ある作業によっ

て得られるものがある。鉱物を溝から取り出し、<I.21>プンハルを作るやり

方で融かす。すると、鉛が灰と混ざり合う。 30スイールの鉛が生じ、 10スィー

ルは燃え、金、銀と銅が、少量の鉛と共に元のまま残る。それをブグラーワ

ティー (bugrawati) (ダンマのパ一、ベルシア語のカーフのスクーン、ラー、ア

リフ、ファトゥハのワーウ、カスラのヒンド語の上双点付きのタ一、下双点付

きのヤーのスクーン)と言う。ガーフを先にして呼ぶ者もいる74

ブグラーワティーの作業。溝を作り、 100トールチャに対して0.5スイールの

ムギーラーン樹の灰を入れる。その粉末を皿状に形作って溝の中に据える。 l

トールチャの銅と25トールチャの鉛を加え、炭でで、満たしてレンガガ、でで、上を塞くぐぐ、怜、

[熱して]混合物が融解したら、炭とレンガを除けてムギーラーン樹の薪で熱

すると、銅と鉛が灰に吸着され、混ざり合った金と銀が分離する。この灰もま

た、カラルと言われるが、それから鉛と鋼が生じる O その作業はまた述べる O

72 Akbar時代のgaz-iIlahIの長さについては議論があるが、 Habibによると、タージ・マ
ハルの計測とLahawrI著PadsahNamahの記述から導かれる値は81.89cm、里程標 (kos-
mInar)から導かれる値は81.37cmであるという [Habib1999・409-415J0 一方、タージ・
マハルの庭園部の各所を実測してLahawrIの記述と比較したBarraudによると、ガズの
値は80.55cmで、あるという [Koch2006: 108-109Jo (N) 
73 底本ではもi-rUhamah'という語が括弧とクエスチョンマーク付きで入れられている
が、 Ms.Aに従ってもi-durUbahah'と読んだ。rUbahahについては注目を参照。 (N)
74 bugrawaiIをgubrawaiIとH乎ぶこともあったということであろう o (N) 
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